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七
月
十
六
日
、
午
前
十
時
十
三

分
こ
ろ
、
新
潟
県
上
中
越
沖
（
新

潟
の
南
西
、
約
六
十
㌔
）
の
深
さ

約
十
七
㌔
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド （
Ｍ
） ６
・
８
の
地
震
が

発
生
し
、
中
野
市
に
お
い
て
は
最

大
で
震
度
５
強
を
観
測
し
ま
し
た
。

　

こ
の
地
震
に
よ
る
被
害
の
状
況

 （
七
月
二
十
三
日
午
後
五
時
現
在
）

は
下
記
の
と
お
り
で
す
。
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市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら

寄
せ
ら
れ
る
様
々
な
被
害
相
談
や

復
旧
支
援
を
行
う
た
め
、
総
合
相

談
窓
口
を
設
置
し
ま
し
た
。

窓
口
の
名
称　

平
成
十
九
年
新
潟

県
中
越
沖
地
震
被
害　

中
野
市
総

合
相
談
窓
口

設
置
期
日　

七
月
二
十
日�
　

午

前
八
時
三
十
分

設
置
場
所　

中
野
市
役
所
庶
務
課
内

相
談
内
容　

・
罹
災
証
明
の
発
行

・
建
物
、
生
活
、
農
業
経
営
等
の

相
談

・
そ
の
他
被
災
に
関
す
る
相
談

問
い
合
わ
せ
先　

市
役
所
庶
務
課

防
災
係
（�
�
２
１
１
１
内
線
２

８
５
）

　

市
で
は
毎
年
、
総
合
防
災
訓
練
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
今
年
は
高
社
中
学
校
区
で

訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

　

各
ご
家
庭
や
事
業
所
等
で
も
、
い
ざ
と

い
う
と
き
の
た
め
に
も
訓
練
へ
の
参
加
を

お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
訓
練
当
日
は
消

防
自
動
車
等
が
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す

が
、
火
災
と
間
違
わ
な
い
よ
う
に
お
願
い

し
ま
す
。

期
日　

九
月
一
日�

時
間　

午
前
九
時
〜
十
一
時
三
十
分

会
場　

平
岡
小
学
校
校
庭

内
容　

避
難
訓
練
、
初
期
消
火
訓
練
、
応

急
訓
練
な
ど

そ
の
他　

一
般
の
方
で
参
加
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

市
役
所
庶
務
課
防
災
係

（�
�
２
１
１
１
内
線
２
１
０
）

対
象
要
件　

昭
和
五
十
六
年
五
月
三
十
一

日
以
前
に
着
工
さ
れ
た
、
個
人
所
有
の
木

造
在
来
工
法
の
一
戸
建
て
住
宅

申
込
期
限　

八
月
三
十
一
日�

※
詳
し
く
は
、
直
接
お
問
い
合
わ
せ
い
た

だ
く
か
、
広
報
な
か
の
五
月
号
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

市
役
所
都
市
計
画
課
建

築
住
宅
係 （�
�
２
１
１
１
内
線
２
７
３
）
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日 
午
後
５
時
現
在
）
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▲村井県知事（写真右）が現地視察 ▲道路にひびが入りました

▼きのこ栽培施設の被害状況

１．被害状況
　�地震に起因する転倒等の被害　４名
　�住宅被害　一部損壊　62棟
　�非住宅被害　一部損壊　33棟
　�その他被害　ブロック塀倒壊　５カ所、石灯籠倒壊　19カ所、その他　３カ所
　�農業施設関連　被害戸数　35戸、きのこ培地の被害本数　286万２千本、被害額　81,607千円 
２．公共施設の被害状況　被害額　3,678千円
　�教育関連施設　小学校体育施設損壊　１カ所
　　　　　　　　　中学校教材落下等　２カ所、その他ガラスケース破損　１カ所
　�福祉施設　デイサービスセンター屋根瓦落下等 　１カ所
　�商工関係施設　壁一部ひび割れ、商品落下等　４カ所
　�消防施設　消防団詰所シャッター一部破損　１カ所
　�道路施設　市道路肩のひび割れ等　２カ所
　�土地改良施設　パイプライン漏水等　２カ所 
３．文化財の被害状況　内堀館跡石積み崩れ　１カ所 
４．国、県関係施設
　�千曲川栗林堤防クラック　Ｌ＝18㍍、幅１㌢
　�県道三水中野線　上今井橋　橋梁支承　４カ所破損 ▲被害が大きかった農業施設
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市
で
は
、
民
間
活
力
を
活
用
し
て
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
経
費
の
節
減
等
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、
公
の
施
設
に
係
る
指

定
管
理
者
の
候
補
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

指
定
管
理
者
制
度
は
地
方
自
治
法
に
基

づ
く
も
の
で
、
平
成
十
八
年
四
月
一
日
か

ら
導
入
し
た
制
度
で
す
。
地
方
公
共
団
体

の
出
資
法
人
や
公
共
団
体
に
限
ら
ず
民
間

事
業
者
等
の
団
体
（
個
人
を
除
く
）
も

「
公
の
施
設
」
の
管
理
運
営
が
で
き
る
と

い
う
も
の
で
す
。
市
で
は
、
現
在
三
十
施

設
に
つ
い
て
指
定
管
理
者
を
指
定
し
、
管

理
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
今
回
は
期

間
満
了
に
伴
い
次
の
三
施
設
に
つ
い
て
募

集
を
行
う
も
の
で
す
。　

募
集
す
る
施
設
の
名
称
・
位
置

①
一
本
木
公
園

　

大
字
一
本
木
字
太
田
及
び
大
字
中
野
字

　

松
川
境
地
内

②
高
梨
館
跡
公
園

　

小
舘
地
内

③
北
信
濃
ふ
る
さ
と
の
森
文
化
公
園

　

大
字
栗
林
字
松
原
、
山
下
、
大
池
平
及

　

び
鰻
澤
地
内　

他

指
定
の
期
間

①
は
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二

十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
二
年
間

②
と
③
は
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
平

成
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
五

年
間

募
集
期
間　

八
月
二
日�
〜
九
月
三
日�

募
集
説
明
会　

八
月
七
日�
午
後
二
時
か

ら
、
市
役
所
三
階
第
二
委
員
会
室
に
て
開

催
し
ま
す
。
高
梨
館
跡
公
園�
北
信
濃
ふ

る
さ
と
の
森
文
化
公
園�
一
本
木
公
園
の

順
で
各
三
十
分
程
度
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

○
施
設
に
つ
い
て
…

　

市
役
所
都
市
計
画
課
監
理
計
画
係

　

（�
�
２
１
１
１
内
線
２
６
９
）

○
指
定
管
理
者
制
度
に
つ
い
て
…

　

市
役
所
政
策
情
報
課
行
政
管
理
係

　

（�
�
２
１
１
１
内
線
４
０
１
）

文化公園創造館文化公園創造館
一本木公園一本木公園

高梨館跡公園高梨館跡公園

　

七
月
二
十
九
日
、
第
二
十
一
回
参
議
院

議
員
通
常
選
挙
の
投
票
が
行
わ
れ
、
即
日

開
票
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
野
市
開
票
区
の
投
・
開
票
結
果
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

　

な
お
、
長
野
県
選
挙
区
選
出
議
員
選
挙

で
は
、
羽
田
雄
一
郎
さ
ん
、
吉
田
ひ
ろ
み

さ
ん
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

■
長
野
県
選
出
議
員
選
挙

有
権
者
数
（
在
外
含
む
）

　
　
　
　
　

三
八
、
一
二
八
人

　
　
　

男　

一
八
、
四
三
〇
人

　
　
　

女　

一
九
、
六
九
八
人

投
票
者
数
（
在
外
含
む
）

　
　
　
　
　

二
三
、
四
七
〇
人

　
　
　

男　

一
一
、
六
六
〇
人

　
　
　

女　

一
一
、
八
一
〇
人

投
票
率　
　

六
一
・
五
六
％

　
　
　

男　

六
三
・
二
七
％

　
　
　

女　

五
九
・
九
六
％

有
効
投
票　

二
二
、
九
八
七
票

無
効
投
票　
　
　
　

四
八
一
票

持
ち
帰
り
そ
の
他　
　
　

二
票

候
補
者
別
得
票
数
（
得
票
順
）

羽
田
雄
一
郎
（
民
主
・
現
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
一
、
三
五
二
票

吉
田
ひ
ろ
み
（
自
民
・
現
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
、
五
二
七
票

中
野
さ
な
え
（
共
産
・
新
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
、
五
七
九
票

中
川　

博
司
（
社
民
・
新
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
、
五
二
九
票

■
比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙

有
権
者
数
（
在
外
含
む
）

　
　
　
　
　

三
八
、
一
二
八
人

　
　
　

男　

一
八
、
四
三
〇
人

　
　
　

女　

一
九
、
六
九
八
人

投
票
者
数
（
在
外
含
む
）

　
　
　
　
　

二
三
、
四
六
六
人

　
　
　

男　

一
一
、
六
五
七
人

　
　
　

女　

一
一
、
八
〇
九
人

投
票
率　
　

六
一
・
五
五
％

　
　
　

男　

六
三
・
二
五
％

　
　
　

女　

五
九
・
九
五
％

有
効
投
票　

二
二
、
六
六
五
票

無
効
投
票　
　
　
　

七
九
九
票

持
ち
帰
り
そ
の
他　
　
　

二
票

政
党
等
別
得
票
数
（
政
党
と
名
簿
登
載
者

の
票
の
合
計
得
票
順
）

民
主
党　
　
　

九
、
三
九
一
・
四
〇
四
票

自
由
民
主
党　

五
、
八
五
三
・
〇
四
八
票

公
明
党　
　
　
　
　
　
　

一
、
九
三
九
票

日
本
共
産
党　

一
、
八
六
四
・
一
〇
五
票

新
党
日
本　
　
　
　
　
　

一
、
六
三
四
票

社
会
民
主
党　
　
　
　
　

一
、
二
五
三
票

国
民
新
党　
　
　
　
　
　
　
　

三
四
一
票

女
性
党　
　
　
　
　

二
〇
二
・
四
三
九
票

共
生
新
党　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
一
票

維
新
政
党
・
新
風　
　
　
　
　
　

五
五
票

９
条
ネ
ッ
ト　
　
　
　
　
　
　
　

五
一
票
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こ
の
説
明
会
で
は
、
広
報
な
か
の
四
月

号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
「
中
野
市
情
報

通
信
基
盤
整
備
」
に
つ
い
て
、
整
備
の
必

要
性
や
概
要
、
サ
ー
ビ
ス
内
容
等
を
詳
し

く
説
明
し
ま
す
。

　

ま
た
、
地
方
自
治
体
の
財
政
破
た
ん
、

財
政
危
機
が
叫
ば
れ
る
中
、
本
市
の
財
政

状
況
に
つ
い
て
も
併
せ
て
説
明
し
ま
す
。

日
程
と
会
場
は
左
表
の
と
お
り
で
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
こ
こ
で
は
、
よ

く
あ
る
お
問
い
合
わ
せ
を
紹
介
し
ま
す
。

Ｑ
。
情
報
基
盤
整
備
っ
て
何
？　

い
っ
た

い
ど
ん
な
整
備
を
す
る
の
？

Ａ
。
中
野
・
豊
田
地
域
が
同
一
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
な
る
よ
う
に
、

光
フ
ァ
イ
バ
ー
及
び
同
軸

ケ
ー
ブ
ル
に
よ
る
情
報
基

盤
整
備
を
行
い
ま
す
。

Ｑ
。
な
ぜ
、
整
備
が
必
要

な
の
？

Ａ
。
理
由
は
次
の
と
お
り

で
す
。

①
「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で

も
、
何
で
も
、
誰
で
も

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

つ
な
が
り
利
用
で
き
る

社
会
」
の
た
め
に
、
整

備
が
必
要
で
す
。

②
上
下
水
道
や
道
路
と
同

じ
社
会
資
本
、
イ
ン
フ

ラ
整
備
で
あ
り
、
次
世

代
の
た
め
に
も
整
備
が

必
要
で
す
。

③
中
野
地
域
と
豊
田
地
域

の
情
報
格
差
是
正
と
、

難
視
聴
地
域
解
消
の
た
め
に
整
備
が
必

要
で
す
。

④
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
（
今
年
度
で
こ
の

事
業
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
）、合
併
補

助
金
、
合
併
特
例
債
の
活
用
に
よ
り
、

市
単
独
費
の
持
ち
出
し
が
少
な
く
て
す

み
ま
す
。

Ｑ
。
整
備
後
の
効
果
は
何
？　

私
た
ち
の

生
活
へ
の
影
響
は
？

Ａ
。
次
の
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

①
音
声
告
知
放
送
…
市
役
所
か
ら
の
お
知

ら
せ
、
防
災
情
報
を
的
確
・
瞬
時
に
伝

達
す
る
こ
と
が
で
き
、
安
全
・
安
心
な

生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
公
共
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
…
事
務
の
効
率
化
や
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が
図
ら
れ
ま
す
。

③
高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
…
市
内
全
域
で

超
高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が
完
備

し
ま
す
。

④
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
チ
ャ
ン
ネ
ル
、
テ
レ
ビ

再
送
信
…
地
域
に
密
着
し
た
身
近
な
話

題
を
取
り
上
げ
た
自
主
制
作
番
組
や
、

河
川
情
報
な
ど
の
視
聴
、
デ
ジ
タ
ル
化

へ
の
対
応
、
難
視
聴
問
題
が
解
決
さ
れ

ま
す
。

⑤
Ｉ
Ｐ
電
話
…
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
の
加

入
に
よ
り
、
加
入
者
同
士
の
通
話
が
無

料
に
な
り
ま
す
。

※
こ
の
ほ
か
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

し
て
、
将
来
的
に
は
各
種
申
請
・
届
出
、

証
明
書
の
交
付
等
の
電
子
化
、
独
り
暮

ら
し
老
人
の
安
否
確
認
、
健
康
情
報
照

会
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
利
用
が
可
能
と
な

り
ま
す
。
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�問 市役所政策情報課情報係
  �２ ２ － ２ １ １ １ （内線２ １ ７）
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会　　　　場開始時間対 象 地 区期　　日

市民会館41号会議室午後７時

中野（中町・西町・西
条 ・ 上小田中・下小田中）８月８日�

中野（東町・松川・普
代・東松川・一本木・
栗和田・東吉田）

　　９日�

ＪＡ　日野支所

午後７時

日　　野　　17日�
ＪＡ　延徳支所延　　徳　　20日�
ＪＡ　平野支所平　　野　　21日�
ＪＡ　高丘支所高　　丘　　22日�

長丘南部研修センター長　　丘　　23日�
ＪＡ　平岡支所平　　岡　　24日�
ＪＡ　科野支所科　　野　　28日�
ＪＡ　 倭 支所倭　　29日�
豊田文化センター豊　　井　　30日�
ＪＡ　永田支所永　　田　　31日�
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����������������
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十
月
一
日
か
ら
、
可
燃
ご
み
・
埋
立
ご

み
の
有
料
化
と
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包

装
の
分
別
収
集
が
始
ま
り
ま
す
。

　

今
月
下
旬
に
は
、「
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」、

「
ご
み
の
品
目
別
分
別
表
」
と
あ
わ
せ
て
、

十
月
か
ら
実
際
に
使
用
で
き
る
指
定
袋
の

サ
ン
プ
ル
を
全
戸
配
布
し
ま
す
。
こ
れ
ら

を
ご
覧
い
た
だ
き
、
新
し
い
制
度
を
ご
理

解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　��
�
�
�
�
�
�
	

　

十
月
か
ら
始
ま
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容

器
包
装
の
分
別
収
集
に
先
駆
け
、
市
民
環

境
会
議
の
委
員
の
皆
さ
ん
に
、
一
カ
月
間

に
わ
た
っ
て
家
庭
の
ご
み
を
分
別
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
際
に
よ
く
出
た
質

問
や
感
想
を
紹
介
し
ま
す
。　

Ｑ
…
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
は
き
れ

い
に
し
て
出
す
と
の
こ
と
で
す
が
、

水
洗
い
だ
け
で
い
い
の
？

Ａ
…
汚
れ
や
付
着
物
は
洗
い
落
と
し
て
く

だ
さ
い
。
洗
剤
を
使
わ
な
け
れ
ば
落

ち
な
い
も
の
は
、
可
燃
ご
み
と
し
て

出
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
…
洗
っ
た
も
の
は
し
っ
か
り
乾
か
し
て

か
ら
出
す
の
？

Ａ
…
し
ず
く
が
垂
れ
な
い
程
度
に
、
よ
く

振
っ
て
か
ら
出
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
…
お
菓
子
の
袋
な
ど
は
、
粉
や
油
を
洗

っ
て
か
ら
出
す
の
？

Ａ
…
お
菓
子
の
粉
は
払
い
落
と
し
て
く
だ
さ

い
。
薄
く
油
が
付
い
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

Ｑ
…
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
白
色
発
泡
ト
レ
ー

は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？

Ａ
…
今
ま
で
ど
お
り
、
月
一
回
、
資
源
物

の
収
集
場
所
へ
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ス
ー
パ
ー
な
ど
の
店
頭
回
収
を
ご
利

用
の
場
合
は
、
そ
ち
ら
へ
お
願
い
し

ま
す
。

モ
ニ
タ
ー
を
終
え
て
感
じ
た
こ
と

・
分
別
を
し
て
み
て
、
い
か
に 

マ
ー
ク

の
物
が
多
い
か
分
か
り
ま
し
た
。
分
け

れ
ば
可
燃
ご
み
は
か
な
り
減
る
と
思
い

ま
す
。

・
今
ま
で
ご
み
だ
と
思
っ
て
い
た
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
が
、
リ
サ
イ
ク
ル

し
て
生
ま
れ
変
わ
る
と
思
う
と
分
別
も

楽
し
く
な
り
ま
す
。

・
初
め
は
大
変
で
し
た
が
、
や
っ
て
い
る

う
ち
に
慣
れ
ま
し
た
。
今
で
は
可
燃
ご

み
と
一
緒
に
す
る
方
が
気
持
ち
悪
い
く

ら
い
で
す
。

��
�
�
�
�
�
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〜
各
区
指
定
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

排
出
す
る
場
合
は
届
出
が
必
要
で
す
〜

　

事
業
活
動
に
伴
っ
て
生
じ
た
廃
棄
物
は
、

事
業
者
自
ら
の
責
任
に
お
い
て
適
正
処
理

す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、
少
量
の
一
般
廃
棄
物
に
つ

い
て
は
、
各
区
の
指
定
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
に
排
出
し
て
市
に
収
集
を
依
頼
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

ご
み
の
有
料
化
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
頂

い
て
い
た
事
業
系
一
般
廃
棄
物
の
処
理
手

数
料
は
九
月
排
出
分
を
も
っ
て
最
後
と
な

り
、
十
月
か
ら
は
家
庭
ご
み
と
同
様
に
指

定
袋
の
購
入
に
よ
り
手
数
料
を
お
支
払
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

十
月
以
降
も
引
き
続
き
ご
み
の
収
集
を

市
に
依
頼
す
る
場
合
は
、
改
め
て
届
出
が

必
要
で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
一
般
廃
棄
物
の
収
集
を
市
に
依

頼
す
る
方
を
対
象
に
し
た
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
の
で
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

八
月
三
十
日�
午
後
二
時

会
場　

市
民
会
館
ホ
ー
ル
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　下水道接続等により浄化槽の使用を廃止する時
は、浄化槽使用廃止届の提出とともに、浄化槽内
の汚泥を引き抜いて処理する必要があります。処
理を依頼する際は、許可を有する下記の業者に依
頼してください。
・㈲中野環境サービス　�２２－３０７２
・㈲徳竹クリーンサービス　�２２－４４６５
・小嶋工業　�０２６－２５７－２１９６
�問 市役所環境課衛生係（�22-2111内線245）

��������	
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　飼い猫から繁殖した猫がのら猫にならないため
に、飼い猫はなるべく室内で飼い、飼い主が分か
るように工夫をしましょう。必要に応じて、不妊
去勢手術をするようお願いします。また、のら猫
には食べ物をむやみに与えないでください。保健
所ではペットの飼育相談を受け付けていますので、
飼育方法についてお困りの際は、北信保健所食品
衛生課（�0269-62-6035）までご相談ください。
�問 市役所環境課衛生係（�22-2111内線245）
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月
１
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
！

10

指定袋のサンプル

問
い
合
わ
せ
先　

市
役
所
環
境
課
衛
生

係
（�
�
２
１
１
１
内
線
２
４
５
）
ま

た
は
豊
田
支
所
市
民
環
境
課
市
民
環
境

係
（�
�
３
１
１
１
内
線
１
３
５
）
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　｢市民一人ひとりに開かれた住民参加と協働
のまちづくり｣を進めていくためには、市民の皆
さんの声を正しく把握し、まちづくりへの取り
組みや市政への積極的な参加を進めていくこと
が必要です。
　そこで、今月号の「広報なかの」では、皆さ
んの考えや意見をお聞きする広聴事業「私の提
言」を実施します。
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中
野
市
は
、
都
市
像
の
「
緑
豊
か
な
ふ

る
さ
と　

文
化
が
香
る
元
気
な
ま
ち
」
を

目
指
し
て
、
中
野
市
総
合
計
画
の
施
策
に

も
あ
る
「
市
民
一
人
ひ
と
り
に
開
か
れ
た

住
民
参
加
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
進

め
て
い
く
た
め
、
市
民
の
皆
様
か
ら
ご
提

言
を
い
た
だ
く
「
私
の
提
言
」
用
紙
を
配

布
し
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
用
紙
の
利
用
方
法
に
つ
い

て
は
、
下
記
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

皆
様
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
提
言
は
、

市
長
が
直
接
拝
見
し
、
お
返
事
を
差
し
上

げ
る
と
と
も
に
、
市
政
運
営
に
反
映
す
る

よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
受
け
付
け
を
し
て
か
ら
お
返
事

す
る
ま
で
の
期
間
を
二
週
間
程
度
と
し
て

い
ま
す
が
、
内
容
に
よ
っ
て
は
、
担
当
課

等
に
お
い
て
調
査
・
検
討
を
行
い
、
関
係

部
署
と
調
整
さ
せ
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
お
返
事
を
す
る
ま
で
に
時

間
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
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昨
年
度
に
実
施
し
ま
し
た
『
私
の
提
言
』

で
は
、
六
十
三
通
に
八
十
二
件
（
一
通
に

複
数
の
提
言
あ
り
）
の
ご
提
言
を
お
寄
せ

い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

こ
こ
で
、
そ
の
内
容
別
集
計
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

総
件
数　
　

八
十
二
件

　

市
役
所
事
務　
　

十
一
件

　

保
健
・
医
療　
　
　

三
件

　

福
祉
・
厚
生　
　
　

七
件

　

教
育
・
文
化　
　
　

四
件

　

環
境
・
ご
み　
　
　

四
件

　

道
路
・
河
川　
　

十
二
件

　

ま
ち
づ
く
り　
　
　

五
件

　

公
園
整
備　
　
　
　

四
件

　

上
・
下
水
道　
　
　

二
件

　

農
政　
　
　
　
　
　

六
件

　

商
工
・
観
光　
　
　

四
件

　

交
通　
　
　
　
　
　

三
件

　

防
災　
　
　
　
　
　

四
件

　

企
画　
　
　
　
　
　

四
件

　

そ
の
他　
　
　
　
　

九
件

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
庶
務
課
秘
書
広
報
係
（�
�
２
１

１
１
内
線
２
１
２
）
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■
手
紙
の
有
効
期
間

平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日�
ま
で

■
利
用
方
法

�
郵
送　

今
月
号
の
「
広
報
な
か
の
」
に

挟
み
込
ん
で
あ
る
用
紙
に
、
提
言
内
容

を
記
入
し
、
用
紙
を
三
つ
折
り
・
の
り

付
け
の
う
え
、
切
手
は
貼
ら
ず
に
、
郵

便
ポ
ス
ト
へ
投
か
ん
し
て
く
だ
さ
い
。

�
フ
ァ
ッ
ク
ス　

ご
提
言
を
受
け
る
た
め

の
専
用
フ
ァ
ッ
ク
ス
を
設
け
て
い
ま
す
。

送
っ
て
い
た
だ
く
用
紙
の
様
式
は
定
め

ま
せ
ん
が
、
な
る
べ
く
挟
み
込
ん
で
あ

る
用
紙
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
　

フ
ァ
ッ
ク
ス　
�
２
４
４
５

�
電
子
メ
ー
ル　

市
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
内
に
、
ご
提
言
を
受
け
る
専
用
ペ
ー

ジ
を
設
け
て
い
ま
す
。
必
要
事
項
を
入

力
の
う
え
、
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http
://w
w
w
.city.

nakano
.nag

ano
.jp
/

■
用
紙
の
設
置
場
所

　

市
役
所
総
合
案
内
、
豊
田
支
所
市
民
環

境
課
窓
口
、 中
央 ・ 
西
部 ・
北
部
・
豊
田
公
民

館
、
永
田
窓
口
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

■
次
の
点
を
ご
了
承
く
だ
さ
い

　

寄
せ
ら
れ
た
ご
提
言
は
、
個
人
を
特
定

で
き
な
い
よ
う
に
し
た
う
え
で
、
広
報
紙

や
市
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
せ

て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
氏
名
・
住
所
・
連
絡
先
の
記
入

が
な
い
も
の
や
、
特
定
の
市
民
・
団
体
等

へ
の
中
傷
的
な
も
の
は
原
則
扱
い
ま
せ
ん
。

※
電
子
メ
ー
ル
の
場
合
、
ア
ド
レ
ス
だ
け

　

判
明
し
て
い
て
も
、
原
則
扱
い
ま
せ
ん
。

『
出
前
ザ
集
会
』 を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
広
聴
事
業
の
一
環
と
し
て

行
っ
て
い
る
も
の
で
、
各
地
区
や
各
種

団
体
の
集
り
な
ど
（
概
ね
十
人
以
上
）

を
対
象
と
し
て
お
り
、
現
在
、
申
し
込

み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

市
長
か
ら
直
接
話
を
聴
き
、
意
見
交

換
が
で
き
る
機
会
で
す
の
で
、
ご
希
望

の
団
体
の
方
は
、
ご
連
絡
の
う
え
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
開
催
日
は
、
市
長
の
日
程
が
確
保
で

き
る
日
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
会
場
は
申
し
込
ま
れ
る
団
体

等
で
ご
用
意
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
庶
務
課
秘
書
広
報
係
（�
�
２

１
１
１
内
線
２
０
８
）

　

青
木
市
長
自
ら
が
皆
さ
ん
の
も
と
へ

お
伺
い
し
て
、
市
政
に
関
す
る
報
告
や

皆
さ
ん
か
ら
の
提
言
を
お
聴
き
す
る▲昨年度の出前ザ集会の様子
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提
言
①　

使
用
し
て
い
な
い
水
道
の
基
本

料
金
を
、
今
後
も
支
払
い
続
け
な
け
れ
ば

い
け
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

市
の
回
答
ま
た
は
対
応　

平
成
十
九
年
四

月
か
ら
、
使
用
中
止
状
態
に
あ
る
給
水
栓

（
閉
栓
時
＝
使
用
中
止
届
が
提
出
さ
れ
て

い
る
も
の
）
の
基
本
料
金
は
徴
収
し
な
い

こ
と
と
し
ま
し
た
。

提
言
②　

新
し
い
市
民
会
館
を
整
備
し
て

ほ
し
い
。

市
の
回
答
ま
た
は
対
応　

平
成
十
九
年
四

月
に
「
文
化
振
興
課
」
を
新
設
、
ま
た
、

国
の
「
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
」
を
活
用
し

て
、
平
成
十
九
年
度
か
ら
二
十
三
年
度
ま

で
の
五
年
間
で
整
備
を
す
る
予
定
で
す
。

提
言
③　

青
年
農
業
者
の
就
農
促
進
に
つ

い
て
、
考
え
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

市
の
回
答
ま
た
は
対
応　

大
規
模
農
家
へ

の
農
地
の
集
積
、
経
営
基
盤
の
整
備
、
制

度
資
金
等
に
よ
る
経
営
支
援
、
新
規
就
農

者
へ
の
支
援
事
業
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、

農
業
経
営
全
般
を
支
援
で
き
る
体
制
づ
く

り
を
進
め
、
活
力
あ
る
農
業
・
農
村
づ
く

り
に
努
め
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

提
言
④　

防
災
行
政
無
線
の
放
送
が
聞
き

取
り
に
く
い
の
で
、
誰
で
も
正
し
く
聞
き

取
れ
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

市
の
回
答
ま
た
は
対
応　

放
送
文
を
簡
潔

に
し
、
明
瞭
な
語
調
に
留
意
し
た
放
送
を

心
が
け
て
ま
い
り
ま
す
。
な
お
、
放
送
内

容
は
、�
０
１
２
０
‐
８
９
２
‐
５
６
０

ま
た
は
、
市
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
防

災
行
政
無
線
放
送
か
ら
も
確
認
で
き
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

提
言
⑤　

地
場
産
業
の
育
成
に
あ
わ
せ
、 企

業
誘
致
こ
そ
、 早
急
な
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。

市
の
回
答
ま
た
は
対
応　

平
成
十
九
年
四

月
に
「
産
業
誘
致
推
進
室
」
を
新
設
し
、

新
た
な
産
業
誘
発
と
企
業
誘
致
を
推
進
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

提
言
⑥　

中
山
晋
平
と
高
野
辰
之
に
あ
や

か
っ
て
、「
童
謡
の
ふ
る
さ
と
・
中
野
」
と

し
て
の
町
お
こ
し
を
提
案
し
ま
す
。

市
の
回
答
ま
た
は
対
応　

市
民
音
楽
祭
、

晋
平
・
辰
之
メ
モ
リ
ア
ル
、
中
山
晋
平
記

念
音
楽
賞
作
曲
募
集
及
び
発
表
会
等
の
開

催
や
、
晋
平
少
年
少
女
合
唱
団
を
は
じ
め

と
す
る
音
楽
団
体
等
の
活
動
を
支
援
す
る

な
ど
、
こ
の
「
晋
平
の
里
、
高
野
辰
之
の

ふ
る
さ
と
・
中
野
」
を
推
進
す
べ
く
、
努

力
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

提
言
⑦　

「
北
信
濃
ふ
る
さ
と
の
森
文
化

公
園
」
の
活
性
化
に
つ
い
て
。

市
の
回
答
ま
た
は
対
応　

平
成
十
九
年
四

月
に
「
文
化
公
園
整
備
推
進
室
」
を
新
設

し
、
文
化
公
園
一
帯
の
整
備
・
活
用
を
推

進
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
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七
月
中
旬
に
、
平
成
十
九
年
度

介
護
保
険
料
普
通
徴
収
に
関
す
る

納
額
通
知
書
を
、
六
十
五
歳
以
上

の
対
象
者
の
方
に
お
届
け
し
ま
し
た
。

　

介
護
保
険
制
度
は
、
本
人
や
家

族
の
介
護
の
負
担
を
社
会
全
体
で

支
え
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
料
は
、
あ
な
た
が
介
護

が
必
要
と
な
っ
た
と
き
、
安
心
し

て
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
た
め

に
、
納
め
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

介
護
保
険
料
の
納
付
に
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
納
付
期
限
か
ら
一
年
間
、
介
護

保
険
料
を
納
付
し
て
い
な
い
場

合・
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
料
を

い
っ
た
ん
全
額
自
己
負
担
し

て
い
た
だ
き
、
後
日
、
申
請

に
よ
り
保
険
給
付 （
九
割
分
）

を
受
け
取
る
「
償
還
払
い
」

と
な
り
ま
す

②
納
付
期
限
か
ら
一
年
六
カ
月
、

介
護
保
険
料
を
納
付
し
て
い
な

い
場
合

・「
償
還
払
い
」
と
な
る
保
険

給
付
（
九
割
分
）
の
支
払
い

の
全
部
ま
た
は
一
部
が
、
一

時
差
止
と
な
り
ま
す

③
一
時
差
止
と
な
っ
て
も
、
な
お

滞
納
介
護
保
険
料
を
納
付
し
な

い
場
合

・
一
時
差
止
と
な
っ
て
い
る
保

険
給
付
（
九
割
分
）
の
額
を

滞
納
分
の
保
険
料
に
充
当
し

ま
す

④
納
付
期
限
か
ら
二
年
以
上
、
介

護
保
険
料
を
納
付
し
て
い
な
い

場
合

・
保
険
料
の
未
納
期
間
に
応
じ

て
保
険
給
付
の
割
合
が
九
割

か
ら
七
割
に
引
き
下
げ
ら
れ

る
ほ
か
、
高
額
介
護
（
予
防
）

サ
ー
ビ
ス
費
、
特
定
入
所
者

介
護
（
予
防
）
サ
ー
ビ
ス
費

は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん

①
納
付
期
限
か
ら
一
年
間
、
介
護

保
険
料
を
納
付
し
て
い
な
い
場

合・
保
険
料
を
一
年
以
上
滞
納
し

た
後
に
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
た
場
合
、
保
険
料
の

未
納
期
間
に
応
じ
て
上
記

（
現
在
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
て
い
る
方
）
の
給
付

制
限
を
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
開
始
と
同
時
に
受
け
る

こ
と
に
な
り
ま
す

②
納
付
期
限
か
ら
二
年
以
上
、
介

護
保
険
料
を
納
付
し
て
い
な
い

場
合

・
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
、
必
ず
給

付
制
限
を
受
け
る
こ
と
と
な

り
ま
す

問
い
合
わ
せ
先　

市
役
所
健
康
長

寿
課
介
護
保
険
係
（
中
野
保
健
セ

ン
タ
ー
内
）�
�
２
１
１
１
内
線

３
６
５
、
ま
た
は
豊
田
支
所
健
康

福
祉
課
健
康
長
寿
係
（�
�
３
１

１
１
内
線
１
２
１
）

現
在
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
て
い
な
い
方

現
在
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
て
い
る
方

�

�

�

�

�������

�������
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�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

介
護
保
険
料
を

納
め
な
い
で
い

る
と
給
付
制
限

を
受
け
ま
す
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市
で
は
、
今
年
度
も
高
齢
者
祝

賀
事
業
と
し
て
、
高
齢
者
祝
品
贈

呈
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
敬
老
の
日
に
あ

わ
せ
て
高
齢
者
の
長
寿
を
お
祝
い

し
、
八
十
八
歳
（
米
寿
）
と
九
十

九
歳
以
上
の
方
に
、
祝
い
状
及
び

商
品
券
な
ど
の
贈
呈
を
行
う
も
の

で
す
。

　

祝
品
贈
呈
の
対
象
と
な
る
皆
さ

ん
に
は
、
老
人
週
間
（
九
月
十
五

日
〜
二
十
一
日
）
中
に
、
市
の
理

事
者
等
が
訪
問
し
て
祝
品
の
贈
呈

を
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
十
六
年
に
お
け
る

長
野
県
の
平
均
寿
命
は
全
国
平
均

を
上
回
り
男
性
七
十
九
・
八
九
歳
、

女
性
八
十
六
・
七
〇
歳
と
な
っ
て

お
り
、
お
元
気
で
お
過
ご
し
の
高

齢
者
が
増
え
て
お
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
今
年
度
か
ら
七
十
七
歳
（
喜

寿
）
の
皆
さ
ん
へ
の
贈
呈
を
廃
止

す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
の
で
、

ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

高
齢
者
祝
賀
事
業

に
つ
い
て

　高齢化の時代を迎え、「老化に伴う病気の医療を考え
なおす」～本当の健康とは何か～をテーマに講演会を
開催します。
　健康で元気に過ごし続けるために、また、寝たきり
の高齢者を抱える家族介護者が元気に介護し続けるた
めに、どうすればよいかを一緒に考えましょう。
日　時　８月31日 （金）　午後２時～４時
場　所　中央公民館３階講堂
講　師　矢嶋診療所・グループハウス「遊子舎」所長
　　　　　矢嶋　嶺 先生
受講料　無料

市役所健康長寿課長寿支援係
　　　（中野保健センター内）
 （�２２－２１１１内線２４３）
豊田支所健康福祉課健康長寿係
 （�３８－３１１１内線１２１）

問い合わせ先
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今
月
は
、
食
欲
の
な
い
と
き

で
も
食
べ
ら
れ
る
、
あ
っ
さ
り
、

さ
っ
ぱ
り
超
簡
単
料
理
を
二
つ

ご
紹
介
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�

材
料
（
四
人
分
）

え
の
き
た
け　
　
　

一
〇
〇
㌘

ぶ
な
し
め
じ　
　
　

一
〇
〇
㌘

な
め
こ　
　
　
　
　

一
〇
〇
㌘

き
ゅ
う
り　
　
　
　
　
　

二
本

み
ょ
う
が　
　
　
　
　
　

三
個

浅
漬
け
の
素　
　
　
　
　

適
量

作
り
方

①
き
の
こ
は
、
石
づ
き
を
取
り
、

食
べ
や
す
い
大
き
さ
に
切
り
、

さ
っ
と
茹
で
水
を
切
る

②
き
ゅ
う
り
と
み
ょ
う
が
を
、
適

当
な
大
き
さ
に
切
る

③
容
器
に
①
②
を
入
れ
混
ぜ
合
わ

せ
、
浅
漬
け
の
素
を
適
量
加
え
、

和
え
て
冷
蔵
庫
で
冷
や
し
て
、

で
き
あ
が
り

・
一
口
情
報
…
季
節
野
菜
を
入
れ

て
、
お
好
み
で
お
召
し
上
が
り

く
だ
さ
い

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

����
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

材
料
（
四
人
分
）

え
の
き
た
け　
　
　
　

四
〇
〇
㌘

め
ん
つ
ゆ　
　
　
　
　
　
　

適
量

薬
味
は
お
好
み
で

簡
単
・
お
い
し
い
夏
の

お
す
す
め
き
の
こ
料
理
レ
シ
ピ

�
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今
月
は
、
子
育
て
課
か
ら
放

課
後
子
ど
も
教
室
推
進
事
業

「
ぽ
っ
ぷ
教
室
」
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

　

ぽ
っ
ぷ
教
室
は
、
現
在
市
内

六
か
所
の
小
学
校
の
体
育
館
、

図
工
室
な
ど
の
学
校
施
設
を
利

用
し
て
、
週
に
一
〜
二
回
、
放

課
後
に
開
か
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
学
校
と
連
携

の
も
と
、
一
〜
六
年
生
を
対
象

に
異
年
齢
交
流
や
集
団
で
の
あ

そ
び
、
体
験
活
動
の
機
会
を
放

課
後
の
子
ど
も
た
ち
に
提
供
す

る
も
の
で
す
。
現
在
百
七
十
八
名

の
子
ど
も
た
ち
が
登
録
し
、
笑

顔
い
っ
ぱ
い
で
遊
ん
で
い
ま
す
。

　

氷
お
に
ご
っ
こ
、
か
く
れ
ん

ぼ
や
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
ド

ッ
ジ
ボ
ー
ル
な
ど
を
楽
し
み
な

が
ら
、
自
由
で
の
び
の
び
と
過

ご
せ
る
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
こ
の
事
業
の
特
徴

は
、
地
域
の
方
々
が
指
導
ス
タ

ッ
フ
と
し
て
、
ま
た
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
子
ど
も
た
ち
の
活

動
を
支
え
て
い
る
こ
と
で
す
。

ス
タ
ッ
フ
は
、
子
ど
も
た
ち
が

あ
そ
び
を
通
し
て
友
だ
ち
と
か

か
わ
り
、
ま
た
大
人
と
ふ
れ
あ
う

な
か
で
自
ら
伸
び
て
い
く
力
を

養
え
る
よ
う
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

ぽ
っ
ぷ
教
室
で
は
、
子
ど
も

た
ち
に
多
様
な
地
域
の
大
人
と

ふ
れ
あ
い
の
機
会
を
提
供
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
地
域
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
子
ど

も
た
ち
と
ふ
れ
あ
っ
て
い
た
だ

け
る
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

市
役
所
子
育

て
課
青
少
年
未
来
係
（�
�
２

１
１
１
内
線
３
５
７
）

作
り
方

①
え
の
き
の
石
づ
き
を
取
り
ほ

ぐ
し
、
さ
っ
と
ゆ
で
冷
水
に

入
れ
る

②
え
の
き
が
冷
え
た
ら
、
水
を

切
り
、
皿
に
盛
り
付
け
、
め

ん
つ
ゆ
で
い
た
だ
く

・
一
口
情
報
…
ご
ま
油
と
し
ょ

う
ゆ
ポ
ン
酢
を
一
対
三
の
割

合
で
つ
ゆ
に
し
て
も
お
い
し
い▲きのこの浅漬け

　

部
落
差
別
を
は
じ
め
と
す
る
あ

ら
ゆ
る
差
別
を
な
く
す
た
め
の

「
人
権
政
策
確
立
」
を
求
め
る
と

同
時
に
、
真
に
人
権
が
尊
重
さ
れ

た
地
域
社
会
を
目
指
し
、
総
決
起

大
会
を
開
催
し
ま
す
。

期
日　

八
月
三
十
一
日�

時
間　

午
後
六
時
三
十
分
か
ら

会
場　

市
民
会
館
ホ
ー
ル

演
題　

「
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
と
部

落
問
題
―
差
別
の
連
鎖
を
問
う
」

講
師　

富
山
国
際
大
学　

教
員　

藤
野
豊
さ
ん

問
い
合
わ
せ
先　

市
役
所
人
権
政

策
課
調
整
係
（�
�
２
１
１
１
内

線
２
４
６
）

　

煙
火
（
花
火
）
を
楽
し
む
際
に

は
、
適
切
な
安
全
対
策
を
と
り
、

危
険
の
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
煙
火
（
が
ん
具
用
煙
火

を
除
く
）
の
打
ち
上
げ
又
は
仕
掛

け
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、

消
防
署
へ
事
前
に
届
け
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
一
定
の
数
量
（
詳
細
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）
を
超

え
る
と
き
は
、
市
へ
三
週
間
前
ま

で
に
申
請
を
し
、
許
可
を
受
け
る

必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

市
役
所
商
工
観

光
課
商
工
労
政
係
（�
�
２
１
１

１
内
線
２
５
８
）
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「
水
を
大
切
に
」
を
メ
イ
ン
テ

ー
マ
に
、
上
下
水
道
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
を
開
催
し
ま
す
。
市
民
の
皆

さ
ん
に
上
下
水
道
へ
の
理
解
と
関

心
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
様

々
な
企
画
を
用
意
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
家
族
で
楽
し
め
る
コ
ー

ナ
ー
も
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん

そ
ろ
っ
て
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

期
日　

九
月
二
日�

時
間　

午
前
十
時
〜
午
後
三
時

会
場　

中
野
浄
化
管
理
セ
ン
タ
ー

内
容
（
予
定
）

○
処
理
場
見
学

○
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

※
ラ
リ
ー
終
了
後
、
ス
タ
ン
プ
を

押
し
た
用
紙
は
堆
肥
（
お
す
み

ち
ゃ
ん
）
と
引
き
換
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。（
数
量
限
定
）

○
上
下
水
道
何
で
も
相
談

○
鉛
管
に
関
す
る
展
示
、
上
下
水

道
器
具
の
展
示
、
ほ
た
る
マ
ッ

プ
の
展
示

○
ビ
デ
オ
上
映
、
下
水
道
ゲ
ー
ム

○
無
料
コ
ー
ナ
ー
（
風
船
、
焼
き

そ
ば
、
か
き
氷
、
金
魚
す
く
い
）

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
上
下
水
道
課
監
理
係

（�
�
２
１
１
１
内
線
３
７
８
）

���
上
下
水
道
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
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今年は、ごみ減量化のため、焼
きそばの容器・箸・かき氷の容
器は用意しません
各自、忘れずにお持ちください
ごみはお持ち帰りください

���������

�
昨
年
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
様
子

　

こ
れ
か
ら
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や
巨

峰
等
の
果
樹
の
収
穫
期
を
迎
え
、

農
作
物
等
の
被
害
の
発
生
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
昨
年
度
も
市
内
で
は

八
月
か
ら
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
に
よ
る

農
作
物
被
害
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
次
の
事
項
に
注
意
し

て
被
害
を
未
然
に
防
ぐ
よ
う
ご
理

解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
キ
ノ
コ
取
り
や
登
山
で
山
に
入

る
時
、
ま
た
は
山
際
で
作
業
す

る
時
は
鈴
や
ラ
ジ
オ
、
爆
竹
を

鳴
ら
す
な
ど
し
て
ク
マ
に
人
間

の
存
在
を
知
ら
せ
て
く
だ
さ
い

②
農
地
に
は
、
農
作
物
残
さ
を
捨

て
な
い
よ
う
誘
引
物
の
除
去
に

努
め
て
く
だ
さ
い

③
山
際
の
藪
（
農
地
を
含
む
）
の

刈
り
払
い
を
実
施
し
て
い
た
だ

き
、
ク
マ
が
出
没
し
づ
ら
い
環

境
の
整
備
に
努
め
て
く
だ
さ
い

④
ク
マ
の
目
撃
や
農
作
物
被
害
に

遭
わ
れ
た
場
合
は
、
農
政
課
ま

で
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す

連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
農
政
課
耕
地
林
務
係

（�
�
２
１
１
１
内
線
２
５
１
）

Ｅ
メ
ー
ル

kochi@
city.nakano.nagano.jp
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〜
人
身
・
農
作
物
被
害
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
〜
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　市では、総合的に環境学習保全対策を進めるための環
境基本計画を策定中です。このコーナーでは、市民の皆
さんが取り組んでいる環境保全美化活動や環境学習など
について紹介しています。
　第５回の今月は、市内で花の植栽・手入れなどの活動
をされている方々を紹介します。
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
地
域
の

活
性
化
や
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
目
的

に
、
長
野
県
民
球
団
「
信
濃
グ
ラ

ン
セ
ロ
ー
ズ
」
を
応
援
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
勝
呂
壽
統
コ
ー
チ
へ

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
掲
載
し
ま
す
。

Ｑ
。
中
野
市
の
印
象
は
。

Ａ
。
気
候
が
涼
し
く
、
景
色
が
良

く
て
、
和
や
か
な
感
じ
で
す
。

Ｑ
。
選
手
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
う
え

で
心
が
け
て
い
る
こ
と
は
。

Ａ
。
基
本
を
知
っ
て
い
る
よ
う
で

知
ら
な
い
選
手
も
い
る
の
で
、

基
本
か
ら
教
え
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
自
発
的
に

練
習
が
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば

い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
。
野
球
を
や
っ
て
い
る
子
ど
も

た
ち
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
。

Ａ
。
と
に
か
く
野
球
を
続
け
て
く

だ
さ
い
。
そ
し
て
、
信
濃
グ
ラ

ン
セ
ロ
ー
ズ
入
団
を
目
指
し
て

く
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
信
濃

グ
ラ
ン
セ
ロ
ー
ズ
へ
の
応
援
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
募
集
し
ま
す
。
官

製
は
が
き
、
封
書
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
に
よ
り
、

氏
名 （
ペ
ン
ネ
ー
ム
可
） ・ 
メ
ッ
セ

ー
ジ
・
連
絡
先
を
記
載
の
う
え
、

左
記
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

あ
て
先　

〒
三
八
三
―
八
六
一

四　

中
野
市
三
好
町
一
丁
目
三

番
十
九
号　

市
役
所
庶
務
課
秘

書
広
報
係

Ｆ
Ａ
Ｘ　�
０
３
４
９

Ｅ
メ
ー
ル　

hisho@
city.nakan

o.nagano.jp

受験申し込み　岳南広域消防組合消防本部
問い合わせ先　�２３－０１１９

受験申込
受付期間

第一次試験
受　験　資　格

採用予
定人員

試験区分
日時・場所科　目

８月10日�～

９月７日�

平成19年
10月14日�
午前９時

岳南広域消防組合
消防本部講堂

・教　養
・適性検査
・対人適応
　性検査
・作　文

日本国籍を有する者で、昭和57年４月２日か
ら平成２年４月１日までに生まれ、高等学校
卒業程度の学力を有する者。かつ、平成19年
６月20日現在、中野市または山ノ内町に住民
登録している者または家族が同市町内に居
住している者で、将来にわたって居住する予
定の者
※通学等のため市町外に居住しているもの
　を含む

若干名消　防

初　
　
　

級

������
平成20年度採用予定の岳南広域消防組合職員の採用候補者試験を行います。

��������

期
日　

八
月
二
十
六
日�

時
間　

午
前
八
時
五
十
分
・
集
合
（
受
付
は

午
前
八
時
二
十
分
〜
）、
午
前
九
時
・
開
会
、

午
前
九
時
三
十
分
・
競
技
開
始
、
午
後
二
時

・
閉
会
予
定

会
場　

中
野
市
民
プ
ー
ル

競
技
種
目　

小
学
生
低
学
年
の
部
（
一
〜
四

年
）、
小
学
生
高
学
年
の
部
（
五
・
六
年
）、

中
学
生
の
部
、
一
般
の
部　

※
そ
れ
ぞ
れ
男

女
別

参
加
資
格　

市
内
に
在
住
、
在
勤
、
在
学
し

て
い
る
方
（
二
種
目
ま
で
出
場
可
能
）

参
加
料　

小
学
生
…
二
百
円
、
中
学
生
…
三

百
円
、
一
般
…
五
百
円
（
ス
ポ
ー
ツ
傷
害
保

険
料
を
含
む
）

申
込
期
限　

八
月
十
日�

問
い
合
わ
せ
先　

市
民
体
育
館
内
ス
ポ
ー
ツ

振
興
課
振
興
係
（�
�
３
５
７
２
）

期
日　

八
月
十
一
日�

時
間　

開
会
式
・
午
前
八
時
二
十
分
、
第
一

試
合
開
始
・
午
前
九
時

会
場　

中
野
市
営
野
球
場
（
観
戦
無
料
）

主
催　

中
野
市
高
等
学
校
長
会

そ
の
他　

第
一
試
合
（
中
野
西
高
等
学
校 

対 
中
野
・
中
野
実
業
・
中
野
立
志
館
高
等

学
校
の
合
同
チ
ー
ム
）
の
後
、
市
内
高
校
と

赤
穂
高
校
と
の
練
習
試
合
を
予
定

※
詳
し
く
は
、
直
接
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

市
民
体
育
館
内
ス
ポ
ー
ツ

振
興
課
振
興
係
（�
�
３
５
７
２
）
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中
野
市
は
、
中
山
晋
平
先
生
、

高
野
辰
之
先
生
の
生
誕
の
地
で
す
。

　

市
民
音
楽
祭
は
、
歌
う
こ
と
の

楽
し
さ
を
教
え
て
く
れ
た
晋
平
先

生
の
童
謡
や
唱
歌
の
世
界
、
美
し

い
ふ
る
さ
と
の
風
景
を
綴
っ
た
辰

之
先
生
の
唱
歌
の
世
界
、
こ
れ
ら

の
業
績
を
称
え
る
と
と
も
に
、
市

民
の
皆
さ
ん
に
音
楽
の
す
ば
ら
し

さ
、
ま
た
、
地
域
で
の
音
楽
文
化

の
向
上
及
び
発
展
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
は
中
山
晋
平
先
生

の
生
誕
百
二
十
年
を
記
念
し
た
、

市
民
音
楽
祭
と
な
り
ま
す
。

　

当
日
は
、
市
内
の
音
楽
団
体
の

皆
さ
ん
に
よ
る
合
唱
や
演
奏
が
あ

り
ま
す
。
入
場
無
料
で
す
の
で
こ

の
機
会
に
音
楽
ハ
ー
モ
ニ
ー
に
耳

を
傾
け
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

　

大
勢
の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

期
日　

八
月
二
十
五
日�

時
間　

午
後
一
時
開
演

会
場　

市
民
会
館
ホ
ー
ル

入
場
料　

無
料

主
催　

中
野
市
、
中
野
市
音
楽
団

体
連
盟

共
催　

中
野
市
教
育
委
員
会
、
中

山
晋
平
記
念
会

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
文
化
振
興
課
文
化
振
興
係

（�
�
２
１
１
１
内
線
３
９
４
）

▲昨年の市民音楽祭の様子
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今
年
度
の
公
演
内
容
が
決
定

し
ま
し
た
。

　

入
場
券
の
購
入
方
法
等
の
詳

細
に
つ
い
て
は
、
広
報
な
か
の

九
月
号
で
改
め
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

期
日　

十
一
月
三
十
日�

時
間　

午
後
六
時
三
十
分
開
演

会
場　

市
民
会
館
ホ
ー
ル

内
容　

チ
ェ
コ
・
プ
ラ
ハ
管
弦

楽
団
コ
ン
サ
ー
ト

問
い
合
わ
せ
先　

市
役
所
文
化

振
興
課
文
化
振
興
係

 （�
�
２
１
１
１
内
線
３
９
４
）

中
山
晋
平
生
誕
百
二
十

年
記
念　

晋
平
・
辰
之

メ
モ
リ
ア
ル
内
容
決
定

中山晋平生誕１２０年記念

�� ��222222222222220000000000000000000000000000777777777777772007中中中中中中中中中中中中中中野野野野野野野野野野野野野野市市市市市市市市市市市市市市民民民民民民民民民民民民民民音音音音音音音音音音音音音音楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭中野市民音楽祭ををををををををををををををを開開開開開開開開開開開開開開催催催催催催催催催催催催催催開催ししししししししししししししまままままままままままままますすすすすすすすすすすすすすします

期
日　

八
月
二
十
六
日�

時
間　

午
後
一
時
三
十
分
か
ら

会
場　

高
野
辰
之
記
念
館
（
展
示

室
）

出
演
者

○
荒
井
雅
至
先
生
（
司
会
・
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
）

○
小
宮
康
裕
先
生
（
ピ
ア
ノ
）

○
国
立
音
楽
大
学
生

○
東
京
学
芸
大
学
生

○
ム
シ
カ
ア
レ
グ
レ
シ
ニ
ア
メ
ン

バ
ー

曲
目
（
予
定
）

◇
ヘ
ン
デ
ル
＝
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
ソ

ナ
タ
№
４　

ニ
長
調　

弦
楽
合

奏
版

◇
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
＝
ピ
ア
ノ
五
重

　

奏
曲
「
ま
す
」
よ
り

◇
ホ
ル
ス
ト
＝
セ
ン
ト
ポ
ー
ル
組

曲
◇
長
野
県
歌
「
信
濃
の
国
」

◇
高
野
辰
之
作
品
集

　

長
野
市
出
身
で
、
国
立
音
楽
大

学
、
同
附
属
中
・
高
等
学
校
及
び

東
京
学
芸
大
学
の
講
師
、
荒
井
雅

至
先
生
と
国
立
音
楽
大
学
附
属
中

・
高
等
学
校
講
師
の
小
宮
康
裕
先

生
、
そ
し
て
門
下
生
に
よ
る
、
毎

年
恒
例
の
サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

　

若
さ
あ
ふ
れ
る
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
な
演
奏
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

入
場
は
無
料
で
す
の
で
お
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
 
「
ム
シ
カ
ア
レ
グ
レ
」

　
 　
　
　
　

…
ラ
テ
ン
語

　
 
「
ム
シ
カ
」　

…
音
楽

　
 
「
ア
レ
グ
レ
」
…
楽
し
い

　
　
 　
　
　
　
　
　

陽
気
な

問
い
合
わ
せ
先　
�
野
辰
之
記
念

館
（�
�
３
０
７
０
）

▲昨年のコンサートの様子
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画
用
紙
い
っ
ぱ
い
に
、
プ
ー
ル

の
全
景
が
描
か
れ
、
コ
ー
ス
ロ
ー

プ
が
張
ら
れ
た
真
ん
中
の
コ
ー
ス

の
中
ほ
ど
に
子
ど
も
が
一
人
ク
ロ

ー
ル
を
し
て
い
る
絵
。
人
物
が
小

さ
く
妙
な
絵
だ
と
感
じ
る
と
思
い

ま
す
。
こ
の
絵
を
見
た
先
生
は
母

親
に
連
絡
し
ま
し
た
。「
お
子
さ
ん

の
絵
は
ち
ょ
っ
と
気
に
な
り
ま
す
。

心
が
開
か
れ
て
い
な
い
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
病
院
の
先
生

な
ど
に
相
談
さ
れ
て
み
た
ら
い
か

が
で
す
か
」
と
。
母
親
は
び
っ
く

り
し
、
父
親
に
話
し
ま
し
た
。
心

当
た
り
が
な
い
の
で
、
父
親
は
子

ど
も
に
は
何
も
話
さ
ず
、
発
表
展

示
の
絵
を
見
に
行
き
ま
し
た
。
確

か
に
そ
の
場
の
雰
囲
気
に
合
う
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

父
親
は
子
ど
も
に
言
い
ま
し
た
。

「
絵
、
見
て
き
た
よ
。
し
っ
か
り

描
け
て
た
よ
」。ち
ょ
っ
と
間
を
お

い
て
、「
あ
の
絵
、
描
く
と
き
先

生
は
な
ん
て
言
っ
た
の
？
」。「『
プ

ー
ル
で
あ
な
た
が
い
っ
し
ょ
う
け

ん
め
い
泳
い
で
い
る
絵
を
描
き
ま

し
ょ
う
』
と
先
生
が
言
っ
た
の
で

描
い
た
よ
」
と
の
返
事
。
何
か
自

信
の
な
さ
そ
う
な
そ
ぶ
り
で
し
た
。

こ
の
絵
を
書
い
て
い
る
と
き
の
子

ど
も
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
プ
ー
ル
で
、

自
分
が
一
人
で
い
っ
し
ょ
う
け
ん

め
い
泳
い
で
い
る
姿
に
違
い
な
い
。

苦
手
な
水
泳
を
克
服
し
よ
う
と
し

て
努
力
し
て
い
た
と
き
の
思
い
が
、

こ
の
絵
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

親
は
勝
手
に
推
量
し
た
。「
先
生
の

言
葉
を
良
く
聞
い
て
描
い
た
ん
だ
。

い
い
絵
だ
ね
。
す
ご
い
よ
。
う
れ

し
い
ね
」
と
ほ
め
、
母
親
に
は
先

生
に
心
遣
い
を
し
て
い
た
だ
い
た

お
礼
を
言
う
よ
う
に
と
伝
え
た
。

　

父
親
の
仕
事
の
関
係
で
転
校
し
、

三
年
の
時
「
僕
の
絵
、
駅
に
飾
っ

て
あ
る
よ
」
と
元
気
な
声
。
さ
っ

そ
く
、
見
に
行
っ
た
が
絵
の
ど
こ

が
良
い
の
か
良
さ
が
分
か
ら
な
い
。

「
す
ご
い
ね
。
よ
か
っ
た
、
よ
か

っ
た
」
と
だ
け
言
っ
て
、
そ
の
場

を
濁
し
た
。

　

そ
の
時
、
あ
の
プ
ー
ル
の
絵
の

こ
と
を
思
い
出
し
た
。
あ
の
時
、

子
ど
も
の
思
い
を
考
え
ず
に
親
の

不
安
を
ぶ
つ
け
て
い
た
ら
、
こ
の

子
は
ど
う
な
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う

か
と
。

　

ビ
ン
に
入
っ
た
小
さ
な
ナ
マ
ズ
。

ぼ
く
は
学
校
へ
急
い
だ
。
み
ん
な

に
見
て
も
ら
い
た
い
の
だ
。「
お
は

よ
ー
！
こ
れ
見
て
、見
て
！
」。
僕

の
周
り
に
み
ん
な
集
ま
っ
て
き
た
。

「
な
ー
に
、
こ
れ
？
」「
あ
っ
、
ナ

マ
ズ
の
子
」「
ど
う
し
た
の
」
み

ん
な
大
騒
ぎ
。
ぼ
く
は
わ
け
を
話

し
た
。
じ
い
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
、

川
へ
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
を
と
り
に

い
き
、
家
で
飼
っ
て
い
た
ら
、
小

さ
な
ひ
げ
の
あ
る
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク

シ
が
い
た
の
で
び
っ
く
り
し
た
こ

と
。
ナ
マ
ズ
の
子
だ
と
わ
か
っ
て
、

び
っ
く
り
し
、
う
れ
し
く
な
っ
て
、

学
校
へ
持
っ
て
き
た
こ
と
。
ぼ
く

は
、
そ
の
日
一
日
、
学
校
で
と
て

も
し
あ
わ
せ
だ
っ
た
。

　

ぼ
く
は
、
じ
い
ち
ゃ
ん
の
家
へ

行
く
の
が
大
好
き
だ
。
ウ
サ
ギ
や

ニ
ワ
ト
リ
が
い
て
、
抱
っ
こ
す
る

と
じ
っ
と
し
て
い
て
と
っ
て
も
あ

っ
た
か
い
。
す
る
と
、
ぼ
く
の
体

の
中
も
ぽ
っ
と
あ
っ
た
か
く
な
っ

た
み
た
い
な
気
が
す
る
。
じ
い
ち

ゃ
ん
と
一
緒
に
川
へ
行
っ
て
、
オ

タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
を
つ
か
ま
え
た
と

き
は
本
当
に
楽
し
か
っ
た
。

　

ぼ
く
は
お
母
さ
ん
が
大
好
き
だ
。

で
も
時
々
ぼ
く
の
顔
を
見
て
、「
い

く
ら
何
か
に
夢
中
に
な
っ
て
い
て

も
、
先
生
の
お
話
は
よ
く
聞
き
な

さ
い
」
と
言
う
。
ぼ
く
は
な
ん
だ

か
ち
ょ
っ
ぴ
り
さ
び
し
く
な
る
。

こ
の
ご
ろ
ぼ
く
は
大
人
の
人
と
目

が
あ
う
の
が
嫌
い
だ
。
ま
た
、
何

か
し
か
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と

い
う
気
が
す
る
か
ら
。

　

家
で
大
好
き
な
動
物
図
鑑
を
見

て
い
た
ら
、
お
母
さ
ん
が
横
に
来

て
「
な
に
見
て
る
の
」
と
い
っ
た
。

黙
っ
て
本
を
見
て
い
る
と
、
い
き

な
り
ぼ
く
を
抱
き
し
め
て
言
っ
た
。

「
今
ま
で
ご
め
ん
ね
。
あ
な
た
の

こ
と
が
心
配
で
い
ろ
い
ろ
言
い
過

ぎ
ち
ゃ
っ
た
。
あ
な
た
は
私
の
子

ど
も
な
ん
だ
か
ら
余
計
な
心
配
す

る
こ
と
な
ん
か
な
い
ん
だ
。
お
母

さ
ん
の
子
な
ん
だ
か
ら
信
じ
て
い

る
よ
。
ご
め
ん
ね
」　

ぼ
く
は
、な

ん
だ
か
く
す
ぐ
っ
た
い
よ
う
な
気

持
ち
に
な
り
、
体
の
中
が
ぽ
っ
と

暖
か
く
な
っ
た
。
そ
し
て
、
じ
い

ち
ゃ
ん
の
家
で
ウ
サ
ギ
や
ニ
ワ
ト

リ
を
抱
い
た
と
き
を
思
い
出
し
た
。

そ
し
て
、
と
っ
て
も
暖
か
く
幸
せ
な

気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
。

　

お
仕
事
の
都
合
で
遠
く
に
行
く

こ
と
に
な
っ
た
。
ど
ん
な
と
こ
ろ

だ
ろ
う
。
胸
が
わ
く
わ
く
す
る
。

　

耕
さ
れ
た
大
地
に
双
葉
を
出
し

た
苗
木
の
根
を
し
っ
か
り
と
深
く

広
く
張
ら
せ
る
べ
き
と
き
、
そ
れ

が
児
童
前
期
で
す
。
幹
に
そ
っ
て

た
く
さ
ん
の
枝
も
出
て
く
る
が
、

ど
う
し
て
も
切
ら
ね
ば
な
ら
な
い

枝
は
落
と
す
が
、
あ
せ
ら
ず
、
し

っ
か
り
と
し
た
幹
と
根
を
育
て
る

こ
と
に
心
を
砕
き
た
い
も
の
で
す
。
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高原学習　延徳小学校５年生
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　７月14日、約1900人で満員となった中野市営野球
場において、信濃グランセローズ対新潟アルビレッ
クスの公式戦が行われました。試合前には青木市長
による始球式や、晋平少年少女合唱団による応援歌
の披露など、多くの催しがありました。また、中野
陣屋広場前では場外大型画面を使った生中継が行わ
れ、賑わいを見せていました。試合は６－３で見事、
信濃グランセローズが勝利。駆け付けた人々からは、
熱い声援と大きな拍手が送られていました。
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　10月１日から「可燃ごみ・埋立ごみの有料化」と
「プラスチック製容器包装の分別収集」が始まること
から、７月11日、ＪＡ倭支所を皮切りに地区説明会が
スタートしました。
　初日は倭地区の皆さんを対象に開かれ、約80名の方
が参加される中、市環境課の職員が可燃・埋立ごみの
処理費用の一部負担や、プラスチック製容器包装の分
別収集方法について説明を行い、参加された皆さんか
ら質問や意見をいただきました。
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　７月14日、15日市街地において伝統行事「中野祇園
祭」が開催されました。14日には、みこしの行進があ
り西町おはやし子供屋台、中町みこし、松若たるみこ
し、西町大獅子、東町みこしが一斉に市街地を行進し
ました。
　また、15日には馬乗り行事が行われ四カ町の凛々し
い若殿様が馬に乗って市街地を行進しました。
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　７月22日、文化公園の創造館において「森のおもし
ろ工作教室」が開かれ、参加者がそれぞれ持ち寄った
空き缶を利用してベルを製作しました。当日は、友達
と一緒に参加した子どもたちや親子連れなど約20名が
参加。中部電気保安協会中野事業所の皆さんの指導に
より、まず、くぎやエナメル線を使って電磁石を作り、
続いてベルを鳴らすためのハンマーを組み立てました。
次に、電線に端子をつけ、ハンダ付けしたものを組み
立てて完成となりました。
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　７月25日、昨年７月から建設工事を進めてきた「中
野市南部学校給食センター」が完成し関係者が出席す
る中、しゅん工式が行われました。
　この南部学校給食センターは、総事業費が約５億
7,000万円、ドライシステムの調理方式によるオール
電化の厨房となっていて、１日に2,500食の調理能力
があります。また、ここで調理された給食は、日野、
延徳、平野、高丘小学校及び南宮、中野平中学校へ届
けられます。
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　７月22日、中山晋平記念館において「夏の日のお
しゃべりコンサート」が開催されました。当日は、10
㌢ ほどと３㌢ ほどのマウスオルガンやオカリナ、フ
ルート演奏のほか、奏者から楽器の紹介があり、最後
はマウスオルガン・フルート・ピアノに合わせて全員
で「故郷」を合唱しました。来場された皆さんは、美
しい音色の演奏に聞き入っていました。
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　７月28日、市街地において「第３回中野ションショ
ンまつり」が開催されました。
　当日は、昨年を上回る100連総勢4,591人による「ショ
ンションばやし」の踊りが盛大に行われ、仮装したり、
浴衣を着て参加した皆さんは、大きな掛け声とともに
元気よく踊っていました。
　また、休憩の間に信濃グランセローズ監督・選手の
来場や、踊り終了後には花火が打ち上げられ祭りを一
層盛り上げていました。
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�▼ 五里原(字)の五輪塔。
昔、明光寺という寺が
あったといわれている。

�▲ 日野神社。春祭り・秋祭り・
新嘗祭の会場で、この３つの行
事が神社の主な祭り事。

�▼ 速川神社。以前は千曲川沿い
にあったが、平成６年６月９日
に現在の場所へ移築された。

�▲ 六地蔵(ろくじぞう)。
牛出生活改善センター
の前にまつられている。
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　５月に春祭りを、９月には秋の例祭を、
そして12月には新嘗祭を速川神社で開催し
ています。また、分館の主催によりスポー
ツ大会や文化祭を開催しているほか、夏休
みにはＰＴＡの主催で子どもたちが集まり、
バーベキューや花火、スイカ割りなどをす
る行事もあります。

　日野神社の祭り事としては、春祭りや
秋祭り、新嘗祭などがあります。また、
秋祭りの前に開催している「秋季大祭」
では、獅子舞（子ども）、奉納演芸、神楽
などを行っており、皆で地元の文化を伝
承しています。現在は吉田区誌を作成中
で、平成22年３月に刊行する予定です。
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今
回
ご
紹
介
す
る
「
栗
林
風
の
会
」
は
、

農
協
婦
人
部
の
解
散
に
伴
い
、
当
時
の
メ

ン
バ
ー
が
「
こ
の
ま
ま
終
わ
り
に
し
な
い

で
、
こ
れ
か
ら
も
お
茶
で
も
飲
み
な
が
ら

親
睦
を
深
め
て
い
こ
う
」
と
平
成
十
年
に

つ
く
ら
れ
た
会
で
す
。
そ
の
後
、
数
人
が

入
会
し
、
現
在
会
員
は
十
七
名
い
ま
す
。

　

最
近
の
活
動
で
は
、
遊
休
農
地
へ
大
豆

を
蒔
い
て
み
そ
を
作
っ
た
り
、
そ
ば
を
蒔

い
て
収
穫
し
た
そ
ば
粉
を
使
っ
て
そ
ば
打

ち
を
し
た
り
、
コ
ス
モ
ス
の
花
を
植
え
た

り
し
ま
し
た
。
今
年
は
、
春
と
秋
の
二
回
、

バ
ス
停
や
公
会
堂
、
集
会
所
の
三
ヵ
所
の

花
植
え
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地

元
長
寿
会
の
方
と
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
の
花

を
一
緒
に
植
え
て
い
ま
す
。
忙
し
い
農
作

業
の
合
間
の
人
や
、
勤
め
て
い
る
人
も
い

る
中
で
の
活
動
な
の
で
、
無
理
を
せ
ず
負

担
に
な
ら
な
い
よ
う
に
続
け
て
い
け
れ
ば

と
思
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

代
表
の
山
口
栄
子
さ
ん
は
「
こ
れ
か
ら

も
、
花
植
え
な
ど
を
通
し
て
、
年
を
取
っ

て
も
楽
し
く
で
き
る
会
に
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
」
と
お
話
し
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

�����
代表　�������

�����������������

�
出
会
っ
た
き
っ
か
け
は

（
篤
弘
さ
ん
）
二
年
前
の
冬
に
ス

ノ
ー
ボ
ー
ド
に
行
っ
た
際
、
私
の

友
人
と
一
緒
に
来
て
い
た
の
が
彼

女
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
や
飲
み
会
な
ど
で
、
会
う

機
会
が
多
く
な
り
、
し
ば
ら
く
し

て
私
か
ら
告
白
し
て
付
き
合
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

�
第
一
印
象
は

（
篤
弘
さ
ん
）
家
庭
的
な
人
だ
な

と
思
い
ま
し
た
。

（
登
紀
子
さ
ん
）
全
然
話
さ
な
い

人
で
し
た
（
笑
）

�
お
互
い
の
す
て
き
な
と
こ
ろ
は

（
篤
弘
さ
ん
）
と
て
も
気
を
使
っ

て
く
れ
て
何
で
も
し
て
く
れ
る
の

で
助
か
り
ま
す
。

（
登
紀
子
さ
ん
）
周
り
の
人
に
気

を
使
っ
て
く
れ
る
し
、
と
て
も
頼

り
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。

�
ど
ん
な
家
庭
を
築
い
て
い
き
た

い
で
す
か

（
篤
弘
さ
ん
）
何
で
も
相
談
し
あ

え
る
、
話
し
あ
え
る
明
る
い
家
庭

を
築
い
て
い
き
た
い
で
す
。
登
紀

子
、
い
っ
ぱ
い
迷
惑
か
け
る
け
ど

よ
ろ
し
く
!

（
登
紀
子
さ
ん
）
笑
顔
が
あ
ふ
れ

る
家
庭
を
築
い
て
い
き
た
い
で
す
。

お
っ
ち
ょ
こ
ち
ょ
い
な
私
だ
け
ど
、

こ
れ
か
ら
も
仲
良
く
し
て
ね�

������������������

������������������
（岩船）

�����

　

わ
た
し
の
夢
は
、
介
護
師
に
な

る
こ
と
で
す
。
理
由
は
、
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
が
、
入
院
し
て
い
る
時
、

お
み
ま
い
に
い
っ
て
病
院
の
中
を

さ
ん
ぽ
し
て
た
ら
、
体
の
不
自
由

な
人
が
、
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。

病
院
に
あ
る
体
育
館
で
は
、
楽
し

く
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
や
バ
ト

ミ
ン
ト
ン
や
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
な
ど
、

プ
ー
ル
の
中
で
は
、
ク
ロ
ー
ル
、

平
泳
ぎ
な
ど
、
一
生
け
ん
め
い
練

習
し
て
い
ま
し
た
。

　

私
達
は
、
ど
こ
も
、
不
自
由
で

も
な
い
し
、
病
気
で
も
な
い
の
に
、

私
達
よ
り
も
、
一
生
け
ん
め
い
練

習
し
て
い
て
、
す
ご
い
な
あ
ー
と

思
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
人
達
と
い
っ
し
ょ
に
、

遊
ん
だ
り
、
練
習
を
し
た
り
、
お

し
ゃ
べ
り
を
し
た
り
し
て
た
ら
、

と
て
も
、
楽
し
い
と
思
い
ま
す
。

体
の
不
自
由
な
人
や
、
病
気
の
人

と
、
も
っ
と
も
っ
と
、
仲
良
く
な

っ
て
、
少
し
で
も
、
思
い
出
を
作

っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

　

介
護
師
に
な
る
の
は
、
難
し
い

か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
が
ん
ば
り

た
い
で
す
。

�
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�
�
�
�
�
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�
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青少年の健全な未来を目指して

　７月18日、市民会館ホールにおいて「第32回長野県
青少年補導活動推進大会」が安曇野市を除く県下18市
の関係者約500名が参加する中、盛大に開催されました。
　当日は、永年、青少年補導活動された方に対して表
彰が行われ、当市からも２名の方が受賞されました。
研修として行われた補導活動事例発表では、県下各ブ
ロック代表の４名の方から日頃の街頭補導や取り組み
について発表があり、その後、講演、大会宣言が行わ
れ閉会となりました。
　この大会は、県下各市の青少年補導委員が一堂に会
し、日頃の活動における問題点や補導活動を発表する
ことにより、青少年補導活動の一層の発展に資するこ
とを目的として毎年行われています。

長野県青少年補導活動推進大会

�������

���������



�����������������

　

あ
る
日
突
然
、「
最
終
通
告
書
」、

「
督
促
状
」
な
ど
使
っ
た
覚
え
の

な
い
有
料
サ
イ
ト
の
利
用
料
や
、

し
た
覚
え
の
な
い
借
金
の
請
求
が

ハ
ガ
キ
や
封
書
で
届
く
と
い
う
も

の
で
す
。
こ
れ
は
業
者
が
何
ら
か

の
名
簿
を
入
手
し
て
、
そ
の
名
簿

か
ら
不
特
定
多
数
の
人
に
通
知
を

送
り
つ
け
て
い
る
も
の
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
驚
い
て
連
絡
し
て

し
ま
う
と
、
支
払
い
の
意
思
が
あ

る
と
み
な
さ
れ
、
さ
ら
な
る
ト
ラ

ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
て
し
ま
い
ま

す
。

　

最
近
は
裁
判
手
続
き
を
悪
用
し

た
り
、
偽
装
す
る
よ
う
な
ケ
ー
ス

も
あ
り
ま
す
が
、
裁
判
所
か
ら
の

文
書
が
届
く
場
合
は
「
特
別
送
達
」

と
い
う
配
達
方
法
で
、
ハ
ガ
キ
な

ど
で
知
ら
な
い
間
に
届
い
て
い
た

と
い
う
こ
と
は
あ
り
え
ま
せ
ん
。

（
受
け
取
り
に
は
「
送
達
報
告
書
」

に
サ
イ
ン
が
必
要
で
す
）

　

ま
た
、
法
律
事
務
所
名
で
の
封

書
と
い
う
パ
タ
ー
ン
も
急
増
し
て

い
ま
す
の
で
、
身
に
覚
え
が
な
い

請
求
で
あ
れ
ば
、
業
者
に
は
絶
対

に
連
絡
を
せ
ず
、
無
視
し
ま
し
ょ
う
。

お知らせ

�����
��������
���������
�������
����
��������

コ
ー
ス
名　

「
自
家
用
電
気
工
作

物
設
計
の
実
務
」

定
員　

先
着
８
名

応
募
締
切　

８
月　

日�
23

実
施
期
間　

９
月
８
日�
〜　

日�
16

会
場　

長
野
職
業
能
力
開
発
促
進

セ
ン
タ
ー

受
講
料　

１
４
４
０
０
円

※
詳
し
く
は
直
接
お
問
い
合
わ
せ

　

く
だ
さ
い
。

　

不
安
な
と
き
は
、
市
役
所
市
民

課
生
活
交
通
安
全
係
ま
た
は
豊
田

支
所
市
民
環
境
課
市
民
環
境
係
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

広
島
、
長
崎
へ
の
原
爆
投
下
、

そ
し
て
終
戦
か
ら　

周
年
を
迎
え

62

ま
す
。

　

原
爆
や
戦
争
に
よ
っ
て
亡
く
な

ら
れ
た
方
々
の
め
い
福
と
、
世
界

の
恒
久
平
和
を
祈
念
す
る
た
め
、

防
災
行
政
無
線
に
よ
り
１
分
間
の

黙
と
う
を
行
い
ま
す
。

日
時

８
月
６
日�
午
前
８
時　

分
15

８
月
９
日�
午
前　

時
２
分

11

８
月　

日�
正
午

15

架
空
請
求
に

ご
注
意
を
！

市
民
課
生
活
交
通
安
全
係（
内
線
２

３
８
）ま
た
は
豊
田
支
所
市
民
環
境

課
市
民
環
境
係
（
内
線
１
３
５
）
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年金時効特例法についてのお知らせ

年金記録の訂正による年金の増額分は、時効により消滅した分
を含めて、ご本人または、遺族の方へ全額をお支払いします。 

★年金時効特例法の成立
　今までは、直近の５年間分の年金に限ってお支払いしていま
したが、これからは時効消滅分もさかのぼってお支払いします。
★対象となる方
○すでに、年金記録の訂正により年金額が増えた方や新たに年
金をお支払いする方、亡くなられている場合はそのご遺族の方
○今後、記録の訂正により上記と同じように年金額が増える方
★必要な手続き
　年金受給開始後に年金記録が訂正されている受給者の方には、
あらかじめ必要な記載事項を印字した用紙を順次発送します。
（平成１９年９月～）
※すぐに手続きをしていただくこともできますので、詳しくは
お近くの社会保険事務所へお問い合わせください。
問い合わせ先　市民課国民年金係（内線２３７）及び
豊田支所市民環境課市民環境係（内線１３５）または
長野北社会保険事務所�０２６-２４４-４１００
「ねんきんダイヤル」�０５７０-０５-１１６５

平
和
祈
念
の
黙
と
う

庶
務
課
庶
務
文
書
係

（
内
線
２
１
１
）

�

能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー

長
野
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ミ
ナ
ー
訓
練

課
セ
ミ
ナ
ー
係　

０
２
６ （　

） ７
８
０
５
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　道路は、私たちの毎日の
生活を支える欠くことの
できない基本的な社会資源です。
　しかし、あまりにも身近な存在であるた
め、その重要性が見過ごされがちです。
　この「道の日」を契機に道の大切さにつ
いてもう一度見直してみませんか。

８月 １ ０ 日は

 「道の日」 です。

　中野市若者住宅Ｆ号及び11月末までに明け渡し
のあった若者住宅の入居者を募集します。
募集期間　８月６日�～17日�
抽選日時　８月27日�　午後２時
抽選会場　豊田文化センター２階会議室
選考方法　公開抽選により入居順位を決定する。
入居の資格（次のすべてに該当する方。）
① 今現在同居し、または今後同居しようとする夫
婦（届出をしていないが事実上婚姻関係と同様
の事情にある者、その他の婚姻の予約者を含む。）
である方。
② 使用を許可されたときに45歳以下の方で構成
する世帯であること。
③ 使用する方及び同居する親族の総所得年額が
780万円未満であること。
④ 将来にわたり中野市に居住する方。
《中野市若者住宅の紹介》
　中野市大字永江100-28番地の南沖住宅団地内に
あり、８戸（８世帯）が入居できます。
　構造は木造２階建（2LDK）・鉄骨地下１階（車
庫、物置）とゆったりと利用できる間取りになっ
ています。使用料は、月額45,000円と47,000円で
部屋の位置によって使用料が異なります。保証金
は、２か月分の使用料に相当する金額を納入して
いただきます。
　近くには、永田保育園、永田小学校、高野辰之
記念館などがあり、住宅の前方には田畑が眺望で
き、文化と自然に満ちた居住環境となっています。
問い合わせ先
都市計画課建築住宅係（内線２７３）または
豊田支所建設課建設係（内線１５２）まで

若者住宅入居者募集

�����������������

　

子
育
て
中
の
母
親
と
家
族
の
健

康
を
守
る
栄
養
の
あ
る
食
事
作
り

を
テ
ー
マ
に
、
枝
豆
を
使
っ
た
郷

土
料
理
と
旬
の
食
材
を
使
っ
た
料

理
を
作
り
ま
す
。

期
日　

８
月　

日�
27

時
間　

午
前　

時
〜
午
後
１
時

10

会
場　

豊
田
人
権
セ
ン
タ
ー

費
用　

５
０
０
円
（
材
料
費
）

定
員　
　

名
15

申
込
期
限　

８
月　

日�
23

講
師　

市
子
育
て
課　

栄
養
士

　

防
衛
省
で
は
、
自
衛
官
等
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
直
接
お
問
い
合
わ

　

せ
く
だ
さ
い
。

作
文
テ
ー
マ　

「
我
が
家
の
交
通

安
全
」

応
募
区
分　

①
小
学
生
の
部
、
②

中
学
生
の
部
、
③
父
親
・
母
親
、

一
般
の
部
、
④
高
齢
者
の
部
（　
65

歳
以
上
）

応
募
期
限　

①
②
区
分
は
、
９
月　

日�
10

③
④
区
分
は
、
９
月　

日�
30

※
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

　

ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.koutsu-anzen.net

◎
エ
コ
製
品
を
見
直
そ
う

　

二
酸
化
炭
素
は
地
球
温
暖
化

の
最
も
大
き
な
原
因
と
な
る
ガ

ス
で
す
。

　

日
本
で
は
幅
広
い
業
種
の
企

業
が
二
酸
化
炭
素
削
減
に
貢
献

す
る
技
術
、
環
境
技
術
を
使
っ

た
様
々
な
エ
コ
製
品
を
開
発
し

提
供
し
て
い
ま
す
。

　

家
電
製
品
で
あ
れ
ば
よ
り
省

第
４
回

交
流
料
理
教
室

参
加
者
募
集

豊
田
人
権
セ
ン
タ
ー

�
３
５
２
２

�

シリーズ
��������

エ
ネ
ル
ギ
ー
で
性
能
を
発
揮

で
き
る
技
術
、
自
動
車
で
あ

れ
ば
よ
り
低
燃
費
で
走
る
技

術
、
住
宅
設
備
で
あ
れ
ば
断

熱
性
を
向
上
さ
せ
た
サ
ッ
シ

や
ガ
ラ
ス
、
夏
用
ス
ー
ツ
や

シ
ャ
ツ
で
あ
れ
ば
よ
り
通
気

性
の
よ
い
素
材
を
採
用
し
た

も
の
等
が
エ
コ
製
品
と
い
え

る
で
し
ょ
う
。

　

買
い
物
を
す
る
際
に
は
機

能
・
デ
ザ
イ
ン
・
価
格
に
加

え
て
、
地
球
温
暖
化
防
止
に

役
立
つ
環
境
技
術
が
使
わ
れ

て
い
る
こ
と
も
、
製
品
を
選

ぶ
基
準
の
ひ
と
つ
に
し
ま
し

ょ
う
。 自

衛
官
募
集

自
衛
隊
長
野
地
方
協
力
本
部
長
野

地
域
事
務
所
０
２
６ （　

） ６
０
２
６
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　農作物の被害防止を図るため、市猟友会のご協力
により害鳥獣駆除を実施します。
■害鳥駆除（カラス、ムクドリほか）
�実 施 日　11日�、18日�、26日�
　対象区域　中野地域（農地周辺）
　　　　　　※豊田地域は別途実施
　駆除時間　日の出より概ね２時間
■害獣巡回駆除（ニホンザル、イノシシ）
�実 施 日　８日�、22日�
　対象区域　栗和田から桜沢にかけた山際
　駆除時間　午後１時30分から概ね２時間

※駆除実施中は、銃器を使用するため大変危険です
ので、駆除時間には対象区域に近づかないようご
協力をお願いします。

問い合わせ先　農作物害鳥獣駆除推進協議会事務局
（市役所農政課内�（22）２１１１内線２５１、有
線２０６４４）

害鳥駆除 ・ 害獣巡回駆除《８月の実施日程》

受験資格募集種目
高卒（見込含）
21歳未満の方航空学生

18歳以上
27歳未満の方

一般曹候補生
(非任期制)

18歳以上
27歳未満の方

10月
採用男

子

２等
陸・
海・
空士
(任期
生)

3･4月
採用女

子

交
通
安
全

フ
ァ
ミ
リ
ー
作
文

コ
ン
ク
ー
ル
募
集

内
閣
府　

交
通
安
全
作
文
募
集

事
務
局　

０
３ （　

） ６
０
０
７

3589

�

　

最
近
、
テ
レ
ビ
の
画
像
が
乱
れ

た
り
、
ラ
ジ
オ
に
雑
音
な
ど
が
入

る
電
波
障
害
の
現
象
が
増
え
て
い

ま
す
。

　

電
波
障
害
か
ら
、
良
好
な
受
信

環
境
を
守
る
た
め
、
テ
レ
ビ
放
送

や
ポ
ス
タ
ー
な
ど
の
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
用
の
図
案
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　

中
学
校
生
徒

応
募
締
切
日　

９
月
６
日�

※
詳
し
く
は
直
接
お
問
い
合
わ
せ

　

く
だ
さ
い
。

期日　９月６日�、７日�の２日間
会場　山ノ内町文化センター
受付開始　８月１日�から(定数60名になり次第受付終了)
問い合わせ・申し込み先
岳南広域消防本部　各消防署予防係
　中野消防署　　�（22）３３８６
　山ノ内消防署　�（33）３１１９
　豊田消防署　　�（38）２３５５

甲種防火管理新規講習会の開催

　

日
本
中
の
皆
さ
ん
が
環
境

技
術
を
使
っ
た
エ
コ
製
品
を

選
ぶ
よ
う
に
な
れ
ば
、
各
企

業
で
は
、
よ
り
い
っ
そ
う
環

境
技
術
の
開
発
に
力
を
入
れ

る
よ
う
に
な
り
、
更
に
二
酸

化
炭
素
削
減
効
果
の
高
い
新

し
い
環
境
技
術
が
生
ま
れ
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

製
品
の
選
び
方
次
第
で
、

温
室
効
果
ガ
ス
で
あ
る
二
酸

化
炭
素
が
削
減
さ
れ
、
地
球

温
暖
化
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き

る
の
で
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
皆
さ
ん
の

身
の
回
り
に
あ
る
エ
コ
製
品

を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

受
信
環
境
ク
リ
ー
ン

図
案
コ
ン
ク
ー
ル

作
品
募
集

信
越
受
信
環
境
ク
リ
ー
ン
協

議
会 
長
野
県
連
絡
会
事
務
局

０
２
６ （　

）
５
２
０
４

291

�



��������	
��
���

　

リ
サ
イ
ク
ル
と
ゴ
ミ
の
減
量

化
の
た
め
、
ご
家
庭
で
使
わ
な

く
な
っ
た
物
や
欲
し
い
物
を
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
掲
載
し
て
い

る
以
外
の
物
も
あ
り
ま
す
の
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
７
月　

日
現
在
で
掲
載
）

25

★
肘
掛
け
座
椅
子
★
ロ
ー
ラ
ー

ブ
レ
ー
ド
★
ス
キ
ー
セ
ッ
ト
★

大
人
用
三
輪
車
★
テ
ニ
ス
ラ
ケ

ッ
ト
★
子
供
服
（
女
の
子
用
）

★
ダ
ン
ベ
ル
★
ビ
デ
オ
デ
ッ
キ

★
五
月
人
形
★
プ
リ
ン
タ
ー
・

ス
キ
ャ
ナ
ー
★
食
器
棚
★
タ
イ

ヤ
チ
ェ
ー
ン
★
破
魔
矢
★
水
槽

（
飼
育
セ
ッ
ト
付
）
★
す
べ
り

台
（
室
内
用
）
★
電
気
ス
ト
ー

�
�
�
�
�
�

ブ
★
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
★
鏡

台
★
ぶ
ど
う
収
穫
箱

★
ラ
ジ
カ
セ
★
Ｃ
Ｄ
ラ
ジ
カ
セ

★
Ｍ
Ｄ
コ
ン
ポ
★
三
味
線
★
車

イ
ス
★
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
ラ
ケ
ッ

ト
★
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
★
ス
ノ

ー
シ
ュ
ー
★
か
ん
じ
き
★
カ
ー

オ
ー
デ
ィ
オ
★
カ
ラ
オ
ケ
セ
ッ

ト
★
窓
用
ク
ー
ラ
ー
★
自
転
車

★
電
動
自
転
車
★
シ
ル
バ
ー
カ

ー
（
手
押
し
）
★
子
供
服
（
双

子
の
男
の
子
用
・
一
歳
の
女
の

子
用
）
★
テ
レ
ビ
★
車
用
ス
ピ

ー
カ
ー （
屋
根
設
置
）★
ガ
ス
コ

ン
ロ
★
幼
児
用
自
転
車
★
掃
除

機
★
冷
蔵
庫
★
溶
接
機
★
洗
濯

機
★
戦
隊
モ
ノ
玩
具

申
し
込
み
先　

市
民
課
生
活
交

通
安
全
係
（
内
線
２
３
８
）

問
い
合
わ
せ
先　

市
民
課
生
活

交
通
安
全
係
（
内
線
２
３
８
）

ま
た
は
豊
田
支
所
市
民
環
境
課

市
民
環
境
係
（
内
線
１
３
３
）

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
��

�
��
�
�

�
��
�
�

　

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
活
動
の
場
と
し
て
、
相
互
交
流

を
深
め
た
り
、
健
康
で
豊
か
な
ス

ポ
ー
ツ
ラ
イ
フ
の
実
現
に
役
立
て

る
よ
う
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
を
開
催
し
ま
す
。

　

ラ
ン
チ
タ
イ
ム
イ
ベ
ン
ト
で
は
、

Ａ
Ｃ
長
野
パ
ル
セ
イ
ロ
、
松
本
山

雅
Ｆ
Ｃ
の
選
手
を
招
い
て
の
「
ふ

れ
愛
タ
イ
ム
」
も
あ
り
ま
す
。

期
日　
　

月　

日�

10

21

会
場　

松
本
平
広
域
公
園
他

大
会
種
目

①
競
技
の
部
（　

種
目
）

15

②
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
の
部
（
７

種
目
）

申
込
期
限　

９
月　

日�
)

19

※
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

　

く
だ
さ
い
。

http
://w
w
w
.p
ref.nag

ano
.jp
/

kyo
uiku/taiiku/kensp

o
2007

受
付
期
間　

８
月　

日�
〜
９
月

30

　

日�
11採

用
予
定
数　

約　

名
45

※
受
験
手
続
き
な
ど
詳
し
く
は
、

　

直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

訓
練
科
名

①
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
技
術
科
（
若

年
者
コ
ー
ス
）
②
ビ
ル
管
理
科
③

電
気
設
備
科
④
ビ
ジ
ネ
ス
ワ
ー
ク
科

訓
練
期
間　
　

月
５
日�
〜
平
成

10

　

年
３
月　

日�

20

28

訓
練
時
間　

月
〜
金
曜
日
の
午
前

９
時　

分
〜
午
後
３
時　

分

10

40

定
員　

各　

名
15

受
講
料　

無
料
（
教
科
書
、
実
習

服
等
の
購
入
費
は
自
己
負
担
）

応
募
締
切　

９
月
５
日�

期
日　

８
月　

日�
25

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時　

分
30

会
場　

長
野
刑
務
所
庁
舎
周
辺

　
　

（
須
坂
市
馬
場
町　

番
地
）

1200

�

�

�

�

�������������������
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�
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　裁判員制度は、国民のみなさんに裁判員として
殺人などの重大な事件について刑事裁判に参加し
ていただき、被告人が有罪かどうか、有罪の場合
どのような刑にするかを裁判官と一緒に決めてい
ただく制度です。
　
Ｑ．辞退することはできますか？
Ａ．広く国民のみなさんに参加していただく制度
ですので，原則として，辞退できないことにな
っています。ただし，法律に辞退できる事由が
定められており，裁判所からそのような事情が
あると認められれば辞退することができます。
（例えば）
　① ７０歳以上の人
　② 地方公共団体の議会の議員（ただし会期中に
　　 限ります。）
　③ 学生又は生徒
　④ 過去５年以内に裁判員，検察審査員等を務め
　　 たことのある人
　⑤ 過去１年以内に裁判員候補者として裁判所
　　 に行ったことのある人
　⑥ 一定のやむを得ない理由があって，裁判員の
　　 職務を行うことや裁判所に行くことが困難な人

詳しくは、
長野地方裁判所ホームページをご覧ください。
　�http://www.courts.go.jp/nagano/
（キーワード 「長野地裁」 でも検索できます。）

��������	
��	
	��

�

海
上
保
安
大
学
校

学
生
募
集

第
九
管
区
海
上
保
安
本
部

０
２
５ （　

） ０
１
１
８

245

�

第　

回
23
信
州
矯
正
展
開
催

長
野
刑
務
所

０
２
６ （　

） ０
９
０
０

245

�

開
催
内
容　

①
施
設
見
学

②
広
報
パ
ネ
ル
展

③
刑
務
作
業
体
験
コ
ー
ナ
ー

④
性
格
検
査
の
体
験
コ
ー
ナ
ー

⑤
刑
務
所
作
業
製
品
の
展
示
・
販
売

⑥
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
細
は
、
直
接
お
問
い
合
わ
せ

　

く
だ
さ
い
。

県
民
ス
ポ
ー
ツ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

参
加
者
募
集

県
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
課
内

実
行
委
員
会
事
務
局

０
２
６ （　

） ７
４
４
９

235

�

公
共
職
業
訓
練

６
か
月
コ
ー
ス
・

　

月
生
募
集

10
長
野
職
業
能
力
開
発
促
進
セ

ン
タ
ー
訓
練
課
受
講
者
係

０
２
６
（　

）
７
８
５
６

243

�

�����������	
��


交
え
た
作
品
な
ど
を
展
示
し

ま
す
。

常
設
展 「
中
野
市
の
歴
史
と
文
化
」

８
月　

日�
〜　

月　

日�

31

10

28

※
中
野
市
の
旧
石
器
時
代
か
ら

明
治
時
代
ま
で
の
歴
史
や
文

化
を
わ
か
り
や
す
く
展
示
、

紹
介
し
ま
す
。

 （
関
堅
三
）四
季
折
々
の
写
真
展

８
月　

日�
ま
で

13

油
井
正
次
版
画
展

８
月　

日�
〜　

日�

15

27

矢
野
武
明
写
真
展

８
月　

日�
〜
９
月　

日�

29

10

常
設
展
「
花
々
の
饗
宴
」

９
月　

日�
ま
で

17

※
館
収
蔵
版
画
の
中
か
ら
花
鳥

画
が
描
か
れ
た
作
品
を
中
心

に
展
示
し
ま
す
。

企
画
展
「
高
橋
政
文
作
品
展
‐

人
を
描
く
‐
」

８
月　

日�
ま
で

26

※
高
橋
政
文
氏
が
描
く
人
物
画

８
点
を
中
心
に
、
風
景
画
を

�
�
�
�
�
�
�
�
�	

�
�
�
�
�
�
�
�

�
��
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
����
�
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会場 ・ 問い合わせ先日時相談名

福祉ふれあいセンター
　  （� 26 － 3111）
　 ��������	
�����������	
�
��������	
��������	
��������	�


毎週月～金曜日
�������������心配ごと相談

毎週月～金曜日
�������������福祉相談

毎週月～金曜日
�������������ボランティア相談

毎月第１・３月曜日
�������������法律相談

毎月第１・３日曜日
������������結婚相談 (    　　　 )

市民会館 44 号
���������

(中野地域)９月10日�
������������行政相談所

(毎月10日ごろ行います) 豊田支所相談室
���������

(豊田地域)９月10日�
����������

人権センター
� ２３－４８１０
������������
�����

(電話)毎週月 ・ 水 ・ 金
�����������

女性相談窓口
(面接)毎週月 ・ 水 ・ 金
�����������

北信地方事務所
� ２３－０２１４

毎月第３木曜日
��������������交通事故巡回相談

福祉会館
��������	
���
�����

毎月第１・ ３水曜日
�������������身体障害者相談所

市子ども相談室
� ２２－２１１１
���������

毎週月～金曜日
�������������子ども相談室

� ２３ － ３１９１
��������	

毎週月～金曜日
�������������子ども電話相談３１９１

中央子育て支援センター
�������
� ２２ －２２５９

毎週月・水・金
��������
�������������

保健師による子育て
相談

南宮庁舎職業相談室
(�２ ３ － ４７１０）

毎週月～金曜日
�������������職業相談

会場
人権センター

相談は無料、 秘密は厳守
������

　

相
続
登
記
、
抵
当
権
抹
消
登
記

な
ど
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
相
談
の
予
約
は
不
要
で
、

ご
相
談
は
無
料
で
す
。

期
日　

９
月
１
日�

時
間　

午
後
１
時
〜
４
時

会
場　

市
民
会
館　

号
会
議
室

44

相
談
員　

司
法
書
士

　

交
通
事
故
の
こ
と
で
困
っ
て
い

る
方
の
相
談
窓
口
と
し
て
、
交
通

事
故
相
談
所
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

専
門
の
相
談
員
が
無
料
で
相
談

に
応
じ
ま
す
。
交
通
事
故
に
関
す

る
相
談
で
あ
れ
ば
ど
ん
な
こ
と
で

も
相
談
で
き
ま
す
。

※
相
談
内
容
の
秘
密
や
個
人
情
報

　

は
固
く
守
り
ま
す
。

労
災
保
険
の
相
談

�
労
災
保
険
情
報
セ
ン
タ
ー

長
野
事
務
所

０
１
２
０ （　

） ６
３
１

039

�

　
�
労
災
保
険
情
報
セ
ン
タ
ー
で

は
、
厚
生
労
働
省
の
委
託
を
受
け

て
、
労
災
医
療
、
労
災
補
償
な
ど

労
災
保
険
制
度
全
般
の
ご
相
談
を

お
受
け
し
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
相
談
は
無
料
で
秘
密
は

厳
守
い
た
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

登
記
相
談
所
の
開
設

長
野
地
方
法
務
局
飯
山
支
局

０
２
６
９�
２
３
０
２

�

�
�
�

の
た
め
、

　

バ
ラ
苗
木
（　

株
）〈
東
山

209

・
荒
井
善
秋
様
〉

▼
園
児
の
情
操
教
育
の
た
め

（
豊
井
保
育
園
へ
）、

　

絵
本 ・ 
紙
芝
居 〈
上
今
井
・
豊

津
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
様
〉

▼
地
域
の
交
流
事
業
の
一
環
と

し
て
、

　

砂
場
遊
具
他
〈
永
田
地
区
社

会
福
祉
協
議
会
様
〉

平
成　

年
６
月　

日
か
ら

19

27

　
　
　
　

７
月　

日
ま
で

17

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

▼
中
央
公
民
館
の
図
書
充
実
の

た
め
、

　

画
集
他
（
３
冊
）〈
長
野
市

・
山
本
秀
麿
様
〉

▼
中
野
市
営
球
場
の
景
観
整
備

　

ジ
メ
ジ
メ
す
る
夏
は
、
一
年
の

う
ち
で
も
感
電
や
電
気
事
故
の
最

も
多
い
時
期
で
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
家
庭
で
も
電
気
の

安
全
点
検
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

電
気
の
相
談
は
、
中
野
事
業
所

ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

８
月
は

 「
電
気
使
用
安
全
月
間
」

�
中
部
電
気
保
安
協
会
中
野

事
業
所�
５
６
４
９

�

交
通
事
故
相
談
所

県
交
通
事
故
長
野
相
談
所

０
２
６ （　

）
７
１
７
５
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中野市健康長寿課
　　   子 育 て 課
豊田支所健康福祉課

����

三種混合(ジフテリア、 百日せき、 破傷風)

受付時間／午後１時～１時50分

９月３日�…日野、延徳、平野
　　４日�…高丘、長丘、平岡、科野、倭
　　５日�…中野

１期初回＝３か月～１歳の乳幼児
　　　　　 （３～８週間隔で３回
　　　　　接種）
１期追加＝１歳６か月～３歳の幼
　　　　　児（１期初回終了後12
　　　　　～18か月の間に１回）
《７歳６か月未満まで接種可能》

対
象
・
接
種
方
法

�������

��������
（平成19年７月１日現在） （平成19年７月１日現在）

人　口　４６,２９４人（－11）
　男　　２２,３９８人（－ 3）
　女　　２３,８９６人（－ 8）
世帯数　１４,８３４戸（－ 3）

�������
受付時間／午後１時～１時30分
会場／中野保健センター
持ち物／母子健康手帳、オムツ、
　　　　バスタオル

������������

19年４月生まれ８月21日�
３か月
健 診

18年12月生まれ８月22日�７か月
健 診

18年１月生まれ８月24日�
１歳 
６か月
健 診

17年７月生まれ８月20日�２ 歳
健 診

16年７月生まれ８月23日�３ 歳
健 診

※都合の悪い場合は、翌月お出かけ
　ください。
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（黒崎靖史・裕美さん　新保）

������   ちゃん （３歳１か月）
����

（ ）は前月１日比 （  ） は前月１日比

麻しん ・ 風しん混合 （はしか ・ 三日はしか）

第１期＝生後12～24か月未満
第２期＝５歳以上７歳未満の方で、

就学前の１年間(保育園、
幼稚園の年長児)

※予防接種法の一部改正により、
麻しん・風しんの単独ワクチン
接種済みの幼児にも、第２期と
して麻しん・風しん混合ワクチ
ンを接種できます。

※毎月実施していますので、接種
される前月に実施医療機関へ予
約してください。（無料）

対
象 
・ 
接
種
方
法

����
持ち物／母子健康手帳、予診票

ＢＣＧ(接種年齢は３～６か月未満の乳児)

期日／８月21日�
受付時間／午後１時～１時30分
会場／中野保健センター
対象／平成19年４月生まれ
※３か月健診時に行います。

※詳しくは、健康カレンダーをご覧
ください。

　赤ちゃんと遊んだり、育児につい
て学び、話し合う教室です。
期日／９月７日�
時間／午前10時15分～11時30分
会場／中野保健センター
対象／４～６か月児
内容／赤ちゃん体操、離乳食について

������

�22－2111内線242
�22－2111内線356
�38－3111PHS6120

休日診療所(中野保健センター内)：�23－2255 
休日当番薬局携帯電話　�090-4125－8402 

　(ともに９時～17時。日・祝日のみ) 

日　本　脳　炎

※市では、平成17年５月の厚生労働省
の勧告に沿って、日本脳炎予防接種
の積極的勧奨は行っていません。

　なお、流行地へ渡航する場合や蚊に
刺されやすい環境にある場合、本人
またはその保護者が希望する場合
は、日本脳炎ワクチンを接種するこ
とができます。この場合、接種対象
年齢内であれば、接種費用は無料と
なります。希望のある方はお問い合
わせください。

Ｂ Ｃ Ｇ
予防接種

　今年の健診結果はいかがでしょう
か？
　この機会に、自分のからだと生活
習慣病について考えてみましょう。 
日程及び会場の詳細については、健
診結果のお知らせ通知と一緒にご案
内するチラシをご覧ください。
内容／①健診結果から、自分のから
　　　　だの状態を知る
　　　②食事や運動等についての相
　　　　談
対象／いきいき健診受診者（特に、

結果の判定で要指導、要医療
の方は、ぜひお越しください）

持ち物／健診結果のお知らせ通知一
　　　　式

　40歳、50歳、60歳及び70歳の方を
対象に実施しています。
　対象者には受診票をお送りしてあ
りますので、希望する市内の歯科医
院へ予約し、受診してください。
期間／12月29日�まで
受診料／・40歳、50歳、60歳の方は

500円
　　　　・70歳の方、生活保護世帯

の方で受け付けにて証明
書を提示された方は無料

����������	



１　ふるさと北信濃



ふるさと北信濃　２



３　ふるさと北信濃



ふるさと北信濃　４



　

八
月
と
言
え
ば「
お
盆
」。
祖

先
に
対
し
て
抱
く
畏
敬
の
念
を

現
代
に
生
き
る
我
々
が
受
け
継

い
で
、
子
孫
に
連
綿
と
繋
げ
て

い
く
伝
統
行
事
。

　

一
般
的
に
は
仏
事
と
認
識
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
実
際
に
は
日

本
在
来
の
民
俗
行
事
に
仏
事
の

盂
蘭
盆
が
習
合
し
て
、
現
在
の

形
が
出
来
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

行
事
内
容
や
風
習
は
地
方
に
よ
り
異

な
り
ま
す
が
、
こ
の
辺
り
で
は
十
三
日

の
迎
え
盆
に
備
え
、
盆
提
灯
を
仏
壇
の

前
に
飾
り
、
故
人
の
霊
魂
が
現
世
と
来

世
を
往
来
す
る
た
め
の
乗
り
物
に
擬
え

た
「
精
霊
馬
」
を
胡
瓜
や
茄
子
で
作
り

ま
す
。
胡
瓜
は
足
の
速
い
馬
に
見
立
て

「
ご
先
祖
様
が
あ
の
世
か
ら
早
く
家
に

戻
っ
て
く
る
よ
う
に
」、茄
子
は
歩
み
の

遅
い
牛
に
見
立
て
「
ご
先
祖
様
が
あ
の

世
に
帰
る
の
が
少
し
で
も
遅
く
な
る
よ

う
に
」「
供
物
を
牛
に
乗
せ
て
来
世
へ
持

ち
帰
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
」
と
の
願
い

が
そ
れ
ぞ
れ
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

祖
父
母
、
父
母
、
子
、
三
世
代
が
ほ

の
ぼ
の
と
し
た
笑
顔
を
浮
か
べ
、
盆
提

灯
を
手
に
墓
参
り
を
し
て
、
家
ま
で
帰

る
道
す
が
ら
、
迎
火
を
炊
い
て
家
ま
で

故
人
を
迎
え
入
れ
る
光
景
。
我
が
子
と
、

我
が
子
の
心
に
宿
る
逢
っ
た
こ
と
の
な

い
祖
先
と
の
邂
逅
。

　

家
族
の
形
は
様
々
で
す
が
、
こ
の
情

緒
溢
れ
る
光
景
を
、
百
年
先
も
千
年
先

も
絶
や
さ
ず
継
承
し
て
い
た
だ
き
た
い

も
の
で
す
。　　
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中野市公民館報
子
ど
も
た
ち
に
味
わ
っ
て
ほ
し
い
懐
か
し
い
体
験
が

こ
の
季
節
に
も
た
く
さ
ん
あ
る
も
の
で
す
。

夕
刻
、
近
所
の
子
ど
も
が
連
れ
添
っ
て
涼
し
い
川
辺

に
嬉
々
と
し
て
く
り
だ
し
た
「
ほ
た
る
狩
り
」。

昼
さ
が
り
、
同
じ
川
面
を
シ
オ
カ
ラ
ト
ン
ボ
や
オ
ニ

ヤ
ン
マ
を
追
い
か
け
た
こ
と
。

早
朝
、
友
よ
り
先
回
り
し
て
椚
や
楢
、
柳
な
ど
の
樹

木
を
ク
ワ
ガ
タ
や
カ
ブ
ト
ム
シ
を
も
と
め
て
渡
り
歩

い
た
こ
と
。

清
流
で
ハ
ヤ
や
ジ
ン
ケ
ン
を
捕
ま
え
た
こ
と
。

笹
舟
作
り
や
水
遊
び　

な
ど
な
ど
…

自
然
か
ら
教
わ
っ
た
ロ
マ
ン
の
数
々
を
子
ど
も
た
ち

に
そ
っ
と
返
し
て
あ
げ
た
い
。
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平
成　

年
「
食
育
基
本
法
」

17

が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
国
策
と

し
て�
食
育�
を
揚
げ
る
背
景

に
は
、
飽
食
の
時
代
を
迎
え
、

食
に
関
す
る
情
報
が
氾
濫
す
る

一
方
で
、
毎
日
の
食
の
大
切
さ

が
忘
れ
が
ち
に
な
り
、
朝
食
欠

食
や
肥
満
の
増
加
と
い
っ
た
問

題
が
顕
在
化
し
て
い
る
。
又
、

従
来
よ
り
食
育
に
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
き
た
家
庭
が
十
分
な

役
割
を
果
た
せ
な
く
な
っ
て
き

て
い
る
。
更
に
、
高
齢
者
の
健

康
寿
命
の
延
伸
・
食
品
の
安
全

性
・
食
糧
自
給
率
の
向
上
と
食

品
の
大
量
廃
棄
等
の
問
題
が
山

積
し
早
期
改
善
が
強
く
求
め
ら

れ
て
お
り
ま
す
。

　

平
成　

年
、
続
い
て
「
食
育

18

推
進
基
本
計
画
」
が
策
定
さ
れ
、

二
〇
一
〇
年
迄
の
達
成
目
標
を

数
値
で
示
し�
食
育
の
推
進�

を
国
民
運
動
と
し
て
取
り
組
み

展
開
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

���
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食
育
の
語
源
は
…
明
治　

年
30

に
さ
か
の
ぼ
り
、
知
育
・
徳
育

・
体
育
よ
り
も
食
育
が
先
と
提

唱
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
何
時

の
間
に
か
食
育
は
家
庭
教
育
の

中
で
躾
（
し
つ
け
）
と
し
て
継

承
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
戦
後
に

な
っ
て
は
徳
育
も
薄
れ
つ
つ
あ

り
、
元
来
、
食
育
が
充
実
し
そ

の
上
に
知
育
・
徳
育
・
体
育
が

積
ま
れ
て
豊
か
な
人
間
形
成
が

成
り
立
つ
も
の
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
今
、
そ
の
バ
ラ
ン
ス

が
大
き
く
崩
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
世
界
中
で
一
番�
躾�

の
で
き
て
い
な
い
国
、
日
本
と

よ
く
言
わ
れ
ま
す
。
昔
か
ら
子

供
の
躾
は�
ツ�
が
つ
く
ま
で

�
９
歳�
迄
で
す
。
小
学
校
に

入
る
ま
で
に
各
家
庭
の
責
任
に

於
て
家
庭
の
ル
ー
ル
・
社
会
の

ル
ー
ル
を
躾
と
し
て
教
え
学
校

へ
と
送
り
だ
し
た
も
の
で
す
。

昨
今
、
若
い
世
代
の
中
に
は
躾

と
体
罰
の
区
別
の
つ
か
な
い
人

も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

単
独
家
庭
（
親
と
子
）
の
増

加
に
依
り
家
庭
の
中
で
親
か
ら

子
・
孫
へ
と
継
承
さ
れ
る
も
の

は
年
々
減
少
し
、
郷
土
料
理
や

お
ふ
く
ろ
の
味
、
家
庭
の
味
ま

で
も
ス
ー
パ
ー
の
袋
の
味
・
メ

ー
カ
ー
の
味
に
変
っ
て
き
て
い

ま
す
。「
人
の
味
覚
の
定
着
」
は

離
乳
期
か
ら
義
務
教
育
の
終
る

　

歳
迄
と
言
わ
れ
ま
す
。
親
の

15努
力
に
依
っ
て
食
の
幅
が
広
が

り
、
食
の
豊
か
さ
が
育
ま
れ
正

し
い
食
習
慣
が
定
着
し
て
ゆ
く

も
の
な
の
で
、
食
育
推
進
を
機

に
再
認
識
し
て
ほ
し
い
も
の
で

す
。

　

私
達
は
、
お
や
こ
の
食
育
教

室
を
始
め
薄
味
の
定
着
・
貧
血
・

肥
満
・
骨
粗
鬆
症
予
防
・
高
齢

者
の
自
立
料
理
等
々
赤
ち
ゃ
ん

か
ら
高
齢
者
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ

�
食�
を
中
心
に
諸
活
動
を
展

開
し
て
き
ま
し
た
。
全
て
が
食

育
活
動
で
あ
る
こ
と
か
ら
「
食

育
推
進
基
本
計
画
」
の
中
に
そ

の
担
い
手
と
し
て
明
記
さ
れ
る

と
と
も
に
、
食
育
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
に
認
定
さ
れ
、
子
供
か
ら
高

齢
者
ま
で
が
健
全
な
食
生
活
を

実
践
す
る
こ
と
の
で
き
る
「
健

康
で
質
の
高
い
社
会
」
を
目
指

し
、
幅
広
く
食
育
活
動
を
提
供

す
る
と
と
も
に
、
地
産
地
消
の

推
進
と
郷
土
料
理
の
継
承
に
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

特
に
子
供
を
中
心
と
す
る
活

動
の
中
で
、
食
べ
る
こ
と
は
生

き
て
い
く
た
め
の
基
本
で
あ
り
、

作
る
喜
び
を
感
じ
食
べ
る
幸
を

感
じ
る
。
ま
た
「
食
卓
を
囲
む
」

と
言
う
よ
う
に
食
を
通
し
て
、

人
と
人
が
ふ
れ
あ
い
心
の
豊
か

さ
が
育
ま
れ
て
ゆ
く
も
の
と
伝

え
て
き
ま
し
た
。

　

食
育
推
進
運
動
の
再
な
る
強

化
を
図
る
よ
う
に
「
毎
月　

日
19

は
食
育
の
日
」
と
定
め
ら
れ
ま

し
た
。
私
達
は
、
広
く
市
民
の

皆
さ
ん
に
周
知
徹
底
を
図
ろ
う

と
活
動
の
輪
を
広
め
て
お
り
ま

す
。
と
も
す
れ
ば�
食
育
の
言

葉�
だ
け
が
先
行
し
が
ち
で
す

が
、
改
ま
っ
て
取
り
組
む
も
の

で
は
な
く
、
毎
日
の�
食
卓�

か
ら
自
然
に
学
び
身
に
つ
い
て

ゆ
く
も
の
な
の
で
す
。「
一
日
一

回
」
家
族
そ
ろ
っ
て
食
卓
を
囲

み
、
美
味
し
く
食
べ
て
楽
し
く

学
ぶ
コ
ミ
ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

場
が
大
切
な
の
で
す
。
食
育
は

ま
ず
家
庭
・
次
に
学
校
・
地
域

と
広
い
分
野
で
支
え
て
ゆ
く
こ

と
が
不
可
欠
で
す
。

　

食
改
（
食
生
活
改
善
推
進
協

議
会
）
で
は
、
小
学
・
中
学
・

高
校
生
へ
と
食
育
活
動
を
展
開

し
て
お
り
ま
す
が
、
年
々
そ
の

ニ
ー
ズ
が
高
ま
り
成
果
が
あ
が

っ
て
き
て
い
ま
す
。
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内
閣
府
食
育
推
進
会
議
構
成
員
、

内
閣
府
食
育
推
進
基
本
計
画
検
討

会
構
成
員
を
歴
任
。

現
在
、
中
野
市
食
生
活
改
善
推
進

協
議
会
会
長
、
長
野
県
食
生
活
改

善
推
進
協
議
会
会
長
を
務
め
る
。

●
執
筆
者
紹
介
（
敬
称
略
）
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子
ど
も
は
家
の
宝
、
子
ど
も

は
地
域
の
宝
、
子
ど
も
は
国
の

宝
で
す
。
子
ど
も
達
の
健
や
か

な
成
長
を
願
っ
て
、
学
校
給
食

を
担
当
す
る
者
と
し
て
、
食
育

に
つ
い
て
感
じ
て
い
る
こ
と
を

述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

二
〇
〇
五
年
、
食
育
基
本
法

が
成
立
し
、
い
よ
い
よ
国
を
あ

げ
て
食
育
に
取
り
組
む
方
針
が

示
さ
れ
ま
し
た
。

　

食
育
は
生
き
る
上
で
の
基
本

で
あ
り
、
知
育
、
徳
育
、
体
育

の
土
台
と
な
る
も
の
で
す
。
未

来
を
担
う
子
ど
も
達
の
健
康
を

守
り
、
健
や
か
な
成
長
を
願
い

学
校
、
地
域
、
家
庭
が
連
携
協

力
し
て
み
ん
な
で
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

思
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、「
早
寝
早
起
き

朝
ご
は
ん
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に

子
ど
も
達
の
望
ま
し
い
健
康
的

な
生
活
習
慣
の
形
成
を
す
す
め

ま
す
。

・
孤
食
（
一
人
で
食
べ
る
）

・
個
食
（
そ
れ
ぞ
れ
好
き
な

も
の
を
食
べ
る
）

・
固
食
（
決
ま
っ
た
も
の
ば

か
り
を
食
べ
る
）

・
小
食
（
食
べ
る
量
が
少
な

い
）

・
紛
食
（
麺
や
パ
ン
な
ど
の

主
食
が
多
い
）

　

な
ど
、
こ
の
よ
う
な
「
こ
食
」

は
子
ど
も
達
に
と
っ
て
心
と
体

に
好
ま
し
く
な
い
食
べ
方
で
す
。

　

ま
た
、「
い
た
だ
き
ま
す
」
や

 「
ご
ち
そ
う
さ
ま
」の
挨
拶
が
き

ち
ん
と
で
き
る
こ
と
、
箸
を
正

し
く
も
て
る
こ
と
、
食
事
の
マ

ナ
ー
や
作
法
を
身
に
付
け
る
こ

と
も
大
切
な
食
育
の
一
つ
で
す
。

　

「
い
た
だ
き
ま
す
」
は
生
物

の
命
を
い
た
だ
い
て
生
き
て
い

る
こ
と
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
。

箸
の
使
い
方
に
も
日
本
の
食
文

化
が
あ
り
、
食
べ
物
を
粗
末
に

し
な
い
こ
と
。
子
ど
も
は
お
客

様
で
は
な
い
の
で
す
か
ら
も
っ

と
家
の
仕
事
や
手
伝
い
を
す
る

こ
と
。
そ
う
い
う
こ
と
を
身
に

付
け
る
こ
と
で
た
く
ま
し
く
生

き
る
力
が
身
に
付
い
て
く
る
と

思
い
ま
す
。

　

最
後
に
日
本
に
は
「
も
っ
た

い
な
い
」
と
い
う
素
晴
ら
し
い

言
葉
が
あ
り
ま
す
。
感
謝
の
心

か
ら
生
ま
れ
た
「
も
っ
た
い
な

い
」
と
い
う
考
え
は
、
地
球
の

食
糧
と
環
境
を
思
い
や
る
も
の

で
す
。
食
べ
物
を
粗
末
に
し
な

い
、
買
い
過
ぎ
な
い
、
作
り
過

ぎ
な
い
、
な
ど
「
も
っ
た
い
な

い
」
と
い
う
心
を
大
切
に
し
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
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●今回の特集では、「食育」についてお二人の専門家にお話を伺
いました。
●子育てや子どもの躾・教育、そして豊かな人間形成に欠かす
ことのできない食育。我々が日々課題とし、問い深めていか
なければならない問題です。
●今回のテーマについて、皆様のご意見・ご感想をお聞かせ下
さい。
●お問合せは中央公民館(電話22－2691、有線20691、
  E-mail　c-kominkan@city.nakano.nagano.jp)まで。

北
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
管
理
栄
養
士　

清 
水 
信 
子
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日
野
地
区
間
山
分
館
で
先
頃
、「
竹

で
何
が
で
き
る
ん
だ
ろ
う
」
を
テ
ー

マ
に
竹
で
湯
飲
み
や
箸
、
竹
と
ん
ぼ
、

水
鉄
砲
と
様
々
な
物
を
作
る
イ
ベ
ン

ト
が
開
催
さ
れ
、
そ
の
様
子
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

竹
は
地
元
の
間
山
産
。
竹
を
切
る
所
か
ら
全
部

や
っ
て
み
よ
う
！

箸が出来たら器に挑戦。
自分流の皿を作成中

お父さんお母さんと一緒にまずは箸作りに挑戦

た
け
た
か
な
？
た
け
ご
は
ん
。

火
加
減
が
一
番
大
事

　

当
日
は
、
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
多
数
の
参
加
者
で
盛
り
上
が

り
、
楽
し
い
時
間
が
過
ご
せ
た
イ

ベ
ン
ト
で
し
た
。

　

「
文
化
な
か
の
」
６
月
の
特
集
『
地
域

の
子
ど
も
は
地
域
で
育
て
る
！
』
事
業
事

例
の
一
つ
と
し
て
参
考
に
な
れ
ば
と
思
い
、

今
回
紹
介
し
ま
し
た
。　
　
　
　
  
（
＠
）

自分の手で
作る喜び！
みんなで食
べる喜び！
どっちも、
最高で～す。

竹とんぼ、作ってもらったけどどうするの？ ｢こうやって
飛ばすんだよ｣と楽しそうに飛ばしている。｢貸して｣て、言
っても、館長さん真剣で、なかなか返してくれない。

出
来
上
が
り
作
品
。
品
評
会
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今月の伝言板
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お問合せ及び　中 野 市 中 央 公 民 館
申 込 み 先　℡２2-２ ６ ９ １　 ㈲２ ０ ６ ９ １� � � ��

内　容　木彫を楽しむ会会員の作品
場　所　中央公民館１階 展示コーナー
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≪今月号の表紙の写真≫ 教養講座 盆栽教室(全４回)
豊田公民館 講座風景

月の展示コーナー ８

� � � � � �

��������	
たのしんで��て

��������	
��
��	�������
��������	
��
����
��������	
��
��������	
��������

��

���������	


��������	�
��
��

参加料・申込みは不要です。
託児をご希望の場合は事前にご連絡ください。
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「
一
期
一
会
」
の
会
は
毎
月
第

三
土
曜
日
、
午
前
十
時
か
ら
午
後

四
時
ま
で
、
裏
千
家
の
抹
茶
の
世

界
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

茶
道
に
は
日
本
の
文
化
が
詰
ま

っ
て
い
ま
す
。
着
物
、
作
法
、
和

菓
子
、
料
理
、
伝
統
工
芸
の
道
具
、

そ
し
て
季
節
を
大
切
に
思
う
心
。

　

「
利
休
」
か
ら
伝
え
ら
れ
た
心
、

精
神
を
も
っ
と
大
切
に
「
思
い
や

り
」「
心
く
ば
り
」「
物
を
大
事
に

扱
う
心
」
な
ど
、
日
常
の
中
に
生

き
る
「
お
茶
の
心
」
に
目
を
向
け
、

感
謝
す
る
心
、
有
り
難
い
と
い
う

気
持
ち
を
持
つ
こ
と
を
、
お
茶
を

通
じ
て
改
め
て
考
え
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

午
前
十
時
三
十
分
頃
か

ら
、
午
後
三
時
頃
ま
で
、

お
抹
茶
を
点
て
て
お
出
し

し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
ゆ
っ
く
り
と
し
た
時

間
を
過
ご
し
、
日
本
文
化

に
親
し
み
、
忘
れ
か
け
て

い
る
〝
ゆ
と
り
〞
を
取
り

戻
し
て
、
お
茶
一
服
い
か

が
で
す
か
？

　

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

月
に
よ
り
日
時
の
変
更
が
あ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
西
部
公
民
館

に
お
尋
ね
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

市
川　

久
子
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今月の伝言板

お問合せ及び　中 野 市 西 部 公 民 館
申 込 み 先　℡２ ３- １ ０ ２ ４　 ㈲２ ６ ６ ７ ４

お問合せ及び　 中 野 市 豊 田 公 民 館
申 込 み 先　  ℡３８－２９２２
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　季節の果物や花を使って楽しくタルトをつくりまし
ょう。
日　時　８月26日(日)午後１時30分～３時30分
場　所　豊田文化センター　
講　師　矢沢玉枝先生　申込み　８月17日(金)まで
定　員　小学生と保護者15組
　　　　(子どもだけの参加も可)
参加料　無料(但し食財費300円程度を実費徴収)
持ち物　エプロン・三角巾・タッパー
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　カブトやクワガタはどんな所にいるのかな。自分で
探してみよう。
日　時　８月25日(土)午前８時～10時
場　所　もみじ荘集合　定　員　小中学生20名
講　師　宮下　宏　先生　大熊　政彦　先生

持ち物　長袖、長ズボン、長靴、水筒、飴
参加料　無料　申込み　８月21日(火)まで

���������	
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　豊田地域の古文書を解読します。
日　時　初回８月22日(水)午後７時30分～９時30分
※２回目以降は講師の都合により決定(全７回)
場　所　豊田文化センター　参加料　無料
講　師　永田小学校長　樋口　和雄　先生
申込み　８月20日(月)まで

��������	
�
　　｢北信濃の自然と大地の生い立ち｣
日　時　８月31日(金)午後７時30分～９時
場　所　豊田文化センター
講　師　清水　岩夫先生
参加料　無料

��������	
��
���
　誰の心にも豊かな感性があるはずです。あなた自身
の自分流を絵手紙で表現してみませんか。
日　時　９月11・25日、10月９・23日(全火曜日)
　　　　午後７時～８時30分
場　所　西部公民館　　講　師　市川 典子先生
対　象　市内在住、在勤の高校生以

上のかた
定　員　20名　受講料　１回につき

はがき代100円
持ち物　水彩絵の具一式、墨
申込み　８月17日(金)から

���������	
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�������
　前半は親子で音楽、手遊びなど、後半はお母さん
のためのエアロビクスタイムです。
日　時　【ひよこ組】９月12・26日、10月10・24日
　　　　11月14日(全水曜日)午前10時～12時
　　　　【あひる組】９月13・27日、10月11・25日
　　　　11月15日(全木曜日)午前10時～12時
場　所　西部公民館　受講料　無料　定　員　15組
対　象　未就園児とその保護者
講　師　関 夕加里先生　黒岩 あずさ先生
持ち物　飲み物、おやつ、エアロビ時のシューズ
申込み　８月20日(月)午後１時～、電話、窓口にて
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※託児をご希望の場合は事前にご連絡ください。
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